
第 1節 14c年代測定の意義 と課題

ID番号のつかない文献 については、文末 に記 した。

くことがある。例えば第52表の109番、110番 としてあげた千葉市神門遺跡の試料は、弥生時代以降の堆積

層から採取したものであるが、結果は縄文時代後期に相当する数字がでている。また、同じ遺跡から採取

した19～25番 の試料は、土器形式の上ではほとんど同じ時期になっているが、最大2,600年の開きがでてい

る。水成層の形成に関して、未解明な点が多いことを示しているとともに、そこから採取した試料につい

ては、信頼性に疑念を抱かざるを得ないということをも示している。他の試料でも同様であるが、特に土

壌の場合、人間の営力がどの程度関わっているかを検証するのは実質的に不可能であり、結果については

より慎重に考慮せざるを得ない。土壌分析の場合、ガラス質火山灰の合有量などを調べ、そこから示準テ

フラを抽出するという方法を採っている。今後土壌質試料で14c年代測定を合わせて行うならば、例えばこ

の示準テフラについて年代測定を行い、複数のサンプルの結果をつきあわせることによって、より精度の

高い年代を求める方法などが必要であろう。

14c年代測定を行う際、よく炭化植物試料 と貝試料 とでは違った数値を示すのではないかという、いわば

試料の素材 としての性質に由来する誤差の問題が取 り沙汰されるが、今回集成したデータを見る限りそう

した問題が存在するという根拠は見いだせない。よほど特殊な立地の遺跡でもない限り、そうした点に関

する懸念は不要であろう(注 1。 誤差に関する問題の多 くは、次に述べる試料採取法に由来することが伺える。

No 2

所在地 遺 跡 名 時  期 遺  欄 株 取 地 点

(遺 物・サンフル番号 )

試  料 計測法 計測値

(vr BP)

+ttiH=
Itl q .vr',

紀要 6 備  考 文献 1'

71 市川市 姥山貝塚 り回曽千」E (不 明 炭化物 θ線 ○ 19,101

7 市川市 姥山貝塚 加曽利 E (不 明 ) 炭化物 θ線 4,51 ○ 09197101

7 千葉市 荒屋敷貝塚 t口 曽利 E ,01地 点貝層 一括サンフ・ル 貝 θ線 41 9 ○ 13197602

7 千葉市 荒屋敷貝塚 カロ曽利 E 122号 遺構 一括サンフ・ル 貝 θ線 4,191 11 ○ 13197801

千葉市 荒屋敷員塚 加曽利 E ,40b号遺構 一括サンフ・ル 貝 θ線 13 ○ 13197801

千葉市 加曽利北員塚 リロ曽利E Ⅱ区 26ク
.リ

ッド (不明 ) 災化物 θ線 4.4 10 ○ 13197001

7 充山市 工戸1台第 I 称名寺 1 第1号遺構 一括サンフ'ル キ θ線 4,0 11 ○ 3198101

充山市 工戸川台第 1 称名寺? 第3号遺構 一括サンフ
.ル マヽグリ θ線 12( ○ 3198101

19 市川市 屁之内貝塚 堀之内 1 (不 明 ) 木炭 θ線 3,7 ○ 9197101

80 千葉市 Jヽ金沢貝塚 嘱之内 1 コ側貝層 t.3、 6カット 貝 θ線 51 ○ 13198201

81 千葉市 Jヽ金沢貝塚 堀之内 1 コ側貝層 t5 1カ ット 貝 θ線 3,791 11 ○ 13198201

82 千葉市 Jヽ金沢貝塚 堀之内 1 東側貝層 t12 貝 θ線 2191 11 ○ 13198201

: 千葉市 Jヽ金沢貝塚 嘱之内 1 更側員層 t.12、 4カ ,) 貝 θ線 3,5 ○ 13198201

油ケ浦市 l」野貝塚 層之内 1 12A 一括サブ ル |マ
)・ リ lD速器 7` 15199801

8 公戸市 員の花貝塚 屈之内 〕9号 住居跡 末面 炭化物 β線 19( ○ 7197302

8 公戸市 員の花員塚 屈之内 〕0号 住居跡 地点員層中 炭化物 β線 19( ○ 7197302

3, 野田市 東金野井員塚 I口 曽利 Bl ritlr1'lugfr1l ヤマ|シシ11ミ 憮速器 11 2199‐ 4‐02

8 千葉市 サロ曽利北貝塚 ,口 曽利 B ～ 2 炭化物 θ線 101 ○ 13197001

8 左原市 大 倉

'日

曽利 B (不明 ) アカニシ β線 3,34( 12 ○ 34198401

左原市 大 倉

'日

曽利 B (不 明 ) θ線 312( 12 ○ 34198401

91 千葉市 リロ曽利南貝塚 ,日 曽奉」B2 第Ⅳトレンチ2区 (不 明 ) 炭化物 β線 9( ○ 13196801

9 膜芝町 高谷川低地 サロ曽利 B 独木舟出土地点 触木舟片 β線 3,070 12 ○

9 市川市 曽谷 女行 D4住居跡 麦化物 β線 3,11 81 ○ に発表

9 市川市 曽谷 女行 D5住居跡 た化物 β線 91 ○ k発表

神崎町 古原 女行 北貝塚 (不 明 ) マ}シ ン' β線 12 ○ 32198403

神崎町 武田新員塚 女行 Ⅱ (不 明 ) マク リ β線 170 ○ 32198404

神崎町 武田新貝塚 女行 Ⅱ (不 明 ) マトシン β線 ○ 32198404

大栄町 奈土貝塚 女行 II、 Ⅲ a (不 明 ) 貝 β線 ○

大栄町 兼土貝塚 女行 H、 ⅡI a (不明 ) 貝 β線 ○

1 千葉市 貪見川泥炭 髪期 呼片 β線 1 ○

10 千葉市 実見川泥炭 髪期 町片 β線 3,191 11 ○

10 千葉市 ■地台 贅期 第2地点 炭化物 β線 9 ○ 霰告書未掲載 13197802

1 流山市 上新宿員塚 女行Ⅱl a 8)レンチ ,ラムサンフ'ル 7カット 7マ )シシ
′
ミ 加速器 8

10 成田市 完海貝塚 千網、荒海 A地点上部員層 (不 明 ) ヤマトシン・ミ β線 2,26( 13 ○ 24198403

成田市 完海貝塚 千網、荒海 A地点上部員層 (不明 ) マヽク.リ θ線 2,29( 12 ○

成田市 電海貝塚 千網、荒海 A地点上部員層 (不 明 ) 貝 θ線 2,78( 11 ○ 198403

千葉市 k作貝塚 晩期 )34床 状遺構 シルト θ線 2,561 1 13199801

千葉市 k作貝塚 発期 〕34床状遺構 )34-3 θ線 3,01 1 13199301

千葉市 中間 弥生 Ⅳ c層 4コラムサンフ
.,'9カ ット L壌 θ線 3,601 1 時期は報告書による 13198902

11 千葉市 沖門 弥 生 Ⅳ c層 L8コ ラムサン
'','14カ

ット 土壌 θ線 121
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第 3章  まとめと課題

なお、非炭化植物遺体については測定例が少なすぎ、現段階ではその有効性について論じることは不可

能である。

3.採取法の問題

第 1章でも述べたが、14c年代測定に対する評価を大きく損ねている一つの要因に、使用された試料の出

土位置や採取法の問題がある。第52表を作成するに当たって、どこからどのような方法で採取したか、で

きる限り細か く調べ上げようと試みた。試料を採取した遺構が不明であるという事例は、さすがに初期段

階に限られるが、遺構の覆土中のどこかという以上の記述がないものになると、かなりの数になる。表中

ではそれらを (不明)と 表記しているが、全体で47例 にも上ることが分かる (未発表なため、何 とも判断

できないものを除 く)。
14c年

代測定を開始した当初は、それがいかなる結果を示すかという、興味半分な

目的で測定されたものが相当数有ると考えられ、分析に供 した試料 もほとんどが調査区内から任意採取し

たものと想像される。調査者は当然供伴遺物などから、ある程度試料の時期認定を行っているはずである

が、現地を知 らない第三者にとっては検証が著しく困難である。時期不明とされている試料については、

供伴遺物が存在しなかったと考えられ、14c年代測定によって時期の判別を試みたものであろう。しかしそ

のような試料の場合、出された結果に対 し評価を与えることは事実上不可能であるし、そのようにして得

られた数値に対し、過去の分析データの数字を引用してその試料の年代を決定づけるようなやり方は本末

転倒 というべきである。また、例えば貝層出土の試料を使用した場合など、貝層の形成に要した時間を検

討することなしに、任意採取した試料 1点のみの分析によって得られた結果をもって、貝層全体を代表さ

せるような方法は適切ではない。いずれにしても、分析に使用する試料に対し考古学的にどのように時期

認識を行うかという点は常に新しい問題であり、この点を徹底させるための時間と手間は惜 しむべきでは

ないし、また、その試料が出土した遺構なりとどのように関わっているか、常に吟味する必要がある。今

回そうした問題に対する一つの提案のような形で貝層のコラムサンプルを使用した。その利点については

第 1章で述べたが、貝に限らず他にも分析に適 した試料を開拓する余地はかなり多いと思われる。

4。 従来の分析結果 との比較

第52表 に掲載した110件の分析例のうち、加速器質量分析法によるものが13例で、残 りはすべてβ線比例

計数管法によるものであった。実用化された時期を考えるとこれは当然の数字と言え、現段階では結果の

精度について双方を比較するには無理がある。そこで、これまで集積された分析例が示す縄文時代の年代

について検討した上で、カロ速器質量分析法がどのような傾向を示しているかみてみたい。

第78図 は、これまでの千葉県の縄文時代遺跡より採取された試料を用いた14c年代測定の結果を散布図に

したものである。データの蓄積 という点で見ると、前期中葉、中期後半、後期は比較的充実しており、こ

れは遺跡数、調査事例を反映しているといえる。早期前半から中葉、晩期後半などが良好な試料に恵まれ

ないのは仕方がない面もあるが、前期後半から中期前半、早期後半、晩期前半など、遺跡数に比して分析

例が少ないものや、前期前半、中期前半など、分析遺跡数が極端に少ないものもあり、こうした時期につ

いては今後重点的に分析を進める必要があろう。色版で示した境界線及び数字は、1982年段階での関東地
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第3章 まとめと課題

方における理化学的方法による年代測定分析例の集成から導き出した、各時期の年代である (キ ーリー・

武藤1982)。 早期の場合数値を見る限リバラツキが大きく、また逆転現象も顕著である。現状では具体的な

数字を示して年代を導き出すのは、なお時期尚早 と言わざるをえない。前期の場合黒浜式以外のデータが

手薄であり、さらなる分析事例の集積が必要であるが、現段階で検討すると上限、下限ともやや下 りすぎ

る印象を受ける。神門遺跡の花積下層式の分析例のうち、古い数値を出しているものは集石遺構の炭化物

を試料 としており、ある程度の信頼性をおくことができると思われる。また、黒浜式のデータの最も集中

しているのは5,400yr.BP付近であり、それから考えると下限の4,700yr.BPと いう数字は新しすぎると思わ

れる。中期では、加曽利 E式のデータだけで示された範囲の全体を覆ってしまうことや、阿玉台式のデー

タが極めて不十分であることを考えると(注 2、 上限に関しては残念ながらほとんど信頼できない。先に述べ

た前期の下限とあわせて考えると、上限はさらに遡ることは間違いなかろう。後期については全体 として

最もデータが充実している時期で、特に後期安行式の数値が非常に近似しているのは注目される。晩期は

分析例が少なすぎるため、特に下限をどこに持ってくるかについては判断できない。

こうした全体的な傾向をふまえた上で、カロ速器質量分析法によって得られた結果を瞥見してみると、ど

の時期の試料についてもβ線比例計数管法に比べて古めの数値が得 られているのが分かる。その幅も個体差

があり、桜井平遺跡や飯塚貝塚、有吉北貝塚、白井大宮台貝塚のように、ほとんど問題ないと思われる範

囲に収まっているものもあれば、上新宿貝塚のように時期が食い違ってしまっているものもある。ただし、

だからどちらの方法に問題があるというわけではなく、今後分析例を増やすことによって時期範囲が変わ

ってくることもあり得る。特に初期にβ線比例計数管法によって測定されたデータは、今後取捨選択する必

要が生じるものと思われ、将来的にはより確かなデータだけで年代を想定する作業が要請されよう。また、

β線比例計数管法の場合、試料が古 くなると年代誤差がかなり大きくなる。将来加速器質量分析法による分

析例が増加すれば、双方の測定法の精度 と適性 (どの時期にはどの方法が向いているといったような)が

議論されることになろう。

最後に、今回集成したデータをもとに、時期区分案を提示しておく。一つの土器形式が存続した期間を

基準にして考えると、おおむね各時期は土器形式の数に見合っただけの時間幅になる。現段階で最も信頼

性の高い後期の時間幅を約1,000年 とみなし、それに見合った形で各時期の年代を考えてみた。キーリー、

武藤案では前期1,400年間に対し中期750年間となっているが、中期に対し前期の土器形式数が倍近 く存在

するわけではない以上、先に問題にした前期 と中期の境は、キーリー、武藤案より200年～300年遡らせる

のが適当と考えられる。また、他の時期より土器形式数の少ない晩期は、下限を遡らせるべきかもしれな

い。

年Lチ明     P   ～6,400yr.BP

前期  6,400yr.BP～5,000yr.BP

中期 5,000yr.BP～ 4,050yr.BP

後期  4,050yr.BP～3,050yr.BP

晩期  3,050yr.BPヘン2,100?yr.BP
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第 1節 14c年代測定の意義 と課題

5。 おわ りに

自然科学的手法を考古学へ応用した例 として、必ずと言っていいほど取 り上げられるのが14c年代測定で

あるが、それを総括した研究はなかなか見られない。その大きな理由が、そうした分析データを扱う考古

学側の態度にあることは明白であろう。最近刊行されている報告書を見ても、14c年代測定については測定

に用いた試料の位置付けについての検討や結果についての検証を欠 くなど、何のために分析依頼 したのか

理解できないものが多い。確かにこうした分析事例は集成すること自体 も必要ではあるが、どういう狙い

を持って何を明らかにするために分析を行ったのか、常に意識する必要があろう。時期や採取場所が分か

らない試料を分析にかけたり、本文記述がなく結果のみが掲載されるといった事態は、その辺の意識の欠

如から発生すると思われる。また、近年加速器質量分析計による分析例の増加が著しく、また、従来のβ線

分析法に比べ、特に旧石器時代から縄文時代初頭の試料に対し際立って古い年代を与えており、しばしば

話題 となっている。しかしその取 り上げられ方は、プロセスを論じず結果のみを論 じるかつての測定状況

を思い起 こさせる部分が多い。真にその試料が測定したい年代を代表するか、代表できるか否かを判断す

ることの重要性はますます高まっていると言える。本論が総括的な研究になったとはとても言えないが、

現状 と課題を認識する一助になれば幸いである。なお、長期編年観 と短期編年観 との対立に関する学史的

研究は、筆者の力量不足のためできなかった。ご容赦願いたい。

注 1 石灰岩地帯を流れる川から採取された貝は、石灰岩のdead carbonが含まれるため、古すぎる年代を

与えることがあるという。 (浜田1970)

2 この時期に限らず、重要な時期のデータは西村正衛氏の一連の業績に負っている部分が少なくない。

西村氏は情緒より論理が勝った受容をした数少ない研究者であつたとも言える。
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なお、この遺跡および文献は地名表、文献目録に掲載するべきものであるが、今回は修正が間に合わ

なかった。
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第 2節 二枚貝の成長線分析

樋泉岳二

二枚貝類の成長線分析は、貝殻成長線の年周期の成長パターンに基づいて、その貝の年齢、成長速度お

よび死亡季節等を推定する分析手法である。この方法は、個々の貝の成長履歴を直接読み取ることができ

る点、また貝塚では充分な数の試料を容易に得ることができる点で、考古学的にもきわめて有効であり、

現在では貝塚研究に欠かせない分析手法となっている。具体的には、多数の遺跡産貝殻について死亡季節

を推定することにより、採貝活動の季節性を推定できる。また、貝層内部における死亡季節の空間分布を

調べれば、貝層形成過程を復原することも可能である。さらに、平均的な成長速度 と出土した貝殻のサイ

ズ分布 との比較を通じて、捕獲された貝の年齢構成の推定や捕獲圧の評価などがなされる。

しかしながら、この分析手法は導入以来日も浅 く、研究者も少ないため、試料の採取法・分析法や分析

結果の解釈などに多 くの解決すべき課題 も残されている。これらの諸問題のうち、ハマグリの死亡季節推

定法および貝層形成過程の復原に関わる問題についてはすでに論じたことがある(樋泉1988、 1991、 1995、

1998)。 ここでは、今回の都川・村田川流域貝塚群の比較研究 (第 2章第 2節)の成果を踏まえ、採貝活動

の季節性をいかに理解するかに焦点を絞 り、「縄文カレンダー」をめぐる問題について検討する。

小林達雄は、縄文人の生活の季節サイクルを支配する原理 として「縄文カレンダー」を提唱した。すな

わち、縄文人は自らを取 り巻 く生態系の構成要素間に見られる季節的関連性に秩序を見出し、生業活動を

はじめとする様々な行動の年間スケジュールをこれに同調させていた、とする考えである。 (小林1983)。

小林がこうした見解を示すに至った一因として、小池裕子による貝殻成長線分析法の導入 (Koike1973)が

影響していたものと推測される。小池は、関東の縄文貝塚におけるハマグリの死亡季節が一般に春～夏前

半 (3～ 6月 )に採取の盛期をもつことを指摘し、「貝採取の盛期がこの時期に当たる理由として、春先に

はほかの食料資源が不足すること、春の大潮時には採取時間を長 くとることができ、かつ沖合まで潮がひ

くので大型の貝も採れるなど、貝の生態からも見てもこのような季節性は当然 と考えられる」と述べてい

る (小池1983)。 さらに赤沢威 (1983)は 、貝採取を女性の役割 とする前提の上で、秋における他の資源 (堅

果類など)の獲得への労力の集中投下が採貝活動の低下の一因と考えた。

堀越正行 (1984)も 、小林の「縄文カレンダー」説に対 して「周年における行動サイクル、通時的な行

動サイクル形成過程を跡づける作業」が必要であるとした上で、小池による分析結果を全面的に引用しつ

つ、縄文時代早～前期は「採貝盛期の不統一な段階」、すなわち「採貝行為が周年の生活暦に組み込まれて

いく試行段階」であるのに対し、中期以降には各貝塚の採貝季節が春～夏前半を中心とする点で共通傾向

を示すようになり、採貝行為のスケジュールが、周年の生業暦の中にほぼ固定的に組み込まれるようにな

つたと結論 している。また、筆者 もこれを指示する見解を示したことがある (樋泉1997)。

これらの見解は「縄文カレンダー」を具体的に示すものとして現在一般に受け入れられた観があり、貝

類採取=春の生業 というイメージは縄文研究者の間でなかば常識化しているといってよい。しかしながら、

今回分析した都川・村田川貝塚群におけるハマグリの採集季節で同様の傾向を示したのは矢作貝塚のみで

あり、加曽利南 。木戸作・誉田高田の各貝塚はいずれもこれとは大きく異なったパターンを示した。これ

らの結果は、誉田高田を除き、各貝塚での一般傾向をある程度は表していると考えてよく、少なくともハ
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マグリ採取の季節性が従来いわれてきたように春～夏中心であると単純に一般化できないことを示してい

る。縄文貝塚産ハマグリの採集季節が春～初夏に盛期をもつ例が多いことは事実だが、カロ曽利南や木戸作

のように、これとは明らかに異なった季節パターンを示す貝塚の存在を無視することはできない。

第 2章第 2節で述べたように、都川・村田川流域 という狭い地域内においてさえも、臨海部の集落 と内

陸部の集落 とでは生業パターンにかなりの相違が認められる。したがって、これらの諸集団が一律の季節

スケジュールに従っていたと考えねばならない理由はない。むしろ、遺跡間に見られる多様性を積極的に

評価 し、その成因を解読することが、資源利用の実態や集落間の関係を理解する上で重要であろう。

赤沢 (1983)が述べたように女性の労働力の季節配分が貝類の採集季節を規定しているなら、植物資源、

とりわけ堅果類に秋～冬の食料を大きく依存していたであろう内陸立地の木戸作貝塚や加曽利南貝塚では、

臨海型の矢作貝塚よりも秋の貝の比率が低 くなると予測されるが、実際の季節性は逆の傾向を示している。

その理由は今のところ不明だが、少なくとも上記の赤沢の解釈が普遍性をもたないことは明らかである。

貝類採集の季節性を決めるメカニズムには、さらに未知の要因が介在しているものと考えねばならない。

資源の季節変動が激しい中緯度温帯域において、狩猟採集民たる縄文人が高い定住性 と人口密度を長期

的に保持していたことが明らかである以上、彼らが何 らかの生活暦に沿って食料調達計画を組み立ててい

たことは容易に想像できる。「縄文カレンダー」は確かに存在したであろう。しかしながら、今回分析対象

としたような狭い地域内においてさえも、実際の生活暦は集落ごとに多様で複雑なものであったと理解す

べき証拠が断片的ながら存在する。「縄文カレンダー」は決して固定的・普遍的なものではなく、遺跡ごと

に具体的な証拠によって個別に実証されねばならないが、現在そうした作業が充分になされているとはい

いがたい。縄文人の生活実態を理解するためには、そうした実証的研究を蓄積 していくことこそが重要で

あり、今回の事例研究によって少なくともその展望を示し得たものと考えている。
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第 3節 人骨の安定同位体分析による食性の復元

四柳  隆

人骨の安定同位体比の測定結果から食性を復元しようとする分析研究は、1980年代に開発されたばかり

の新しい方法である。これまで縄文時代の食性を推定復元しようとする研究は、狩猟採集に使用されたと

考えられる遺物からのアプローチと、貝塚や低湿地遺跡から出土した動植物遺存体 (食物残滓)の分析か

らのアプローチという、いずれかの方法で行われてきた。安定同位体分析 とは、人骨コラーゲン (組織蛋

白質)中に含まれる炭素と窒素の安定同位体比から、その個体の蛋白質の摂取源の、動物 と植物、陸産物

と海産物の割合を復元しようとする研究で、食性のバランスを知ることができる画期的な方法 といえる。

近年では、その成果が考古学や人類学の専門書に限らず、広 く一般向けの歴史書にも取 り上げられるよう

になっていることからも、その重要′
性や信頼性が認識できよう。

1.分析 の原理

安定同位体 とは、同一元素ながら質量数の異なる原子のことで、アイソトープともいう。放射性同位体

(年代測定に使用される14c等
)と は異なって、体内に取 り込まれた後にも変化しないという性質を持つた

め、自然界における物質循環の トレーサーとして有効である。安定同位体分析の原理は第 1章第 3節にお

いて小池裕子氏によって紹介されているが、ここでその概要を再度まとめておく。

炭素の質量数は通常12(12c)で ぁるが、安定同位体13cが
約1.1%の比率で自然に存在している。その同

位体上ヒの標準値 (13c/12cstandard)は 海中の溶存炭素イオン (C03)の SMOSS (standard mean

oceanic water)を 基準 としており、その数値は当然 0‰ となる。この溶存炭素イオンを光合成に使用する

珪藻類や海洋植物性プランクトンの値は、光合成による同位体分別値を加えた-19.5‰ となり、陸上の植

物は光合成に大気中の二酸化炭素 (C02)を 使用するので、その安定同位体分別値-7‰を加えた-26.5

‰が代表値 となる。なお、これはCalvin― Benson系サイクルの光合成経路を持つC3植物の数値で、陸上植

物ではその光合成経路によって特有の数値を示す。ちなみに、Hatch― Slack系 サイクルのC4植物 (乾燥

地帯の草本や雑穀類)の代表値は-12.5‰、CAM(Crassulacean Acid Metabolism)植 物 (熱帯性果肉

植物)では-18～ -12‰の範囲でばらついているが、陸上の大半の高等植物はC3植物であることから、

その数値を陸上の生態系の代表値 としている。この一次生産者におけるδ13c値が海洋生態系と陸上生態系

で大きく異なるという点が炭素安定同位体比の特徴であり、その数値から食性が海産物寄 りか陸産物寄 り

かを推定することが可能 となる。その推定値は陸上C3植物系の生態系で-28～ -25‰、海洋生態系で一

15～ -13‰である。またδ13c値は食物 とその捕食者で+1‰の差があり、例えば陸上のC3植物を摂取し

た草食動物の値は-26.5+1=-25.5‰ になる。したがって、食物連鎖上高次のものほどδ13c値が高 くな

ることになる。

窒素では、質量数は通常14(14N)であるが、約0.37%の 安定同位体15Nが存在しており、その存在比は

大気 (AIR)の 値が標準値 となっている。窒素安定同位体の最大の特徴は、食物 と捕食者の間の分別が

約+5‰と大きい点である。したがって、炭素安定同位体 と同様食物連鎖上高次のもの、栄養段階の高い
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ものほど値が大きくなるが、その差がより顕著に表れるということになる。この差から食性が植物食寄 り

か動物食寄 りかを推定することが可能 となり、その推定値には植物食で 0～+5‰、動物食で+5‰以上

という範囲が用いられる。

縄文時代人が日常的に摂取していた可能性の高い 6種類の食糧資源(C3植物、C4植物、陸上草食獣、

魚類、貝類、海獣類)の分析結果では、それぞれが特有の数値を示しており、蛋白質摂取の食材別依存度

をシュミレーションした研究成果も提出されている。

2.分析 の方法

人骨の安定同位体分析では、どの部位であっても試料 となりうるが、一般的には形質人類学的分析で計

測の対象となりにくい肋骨を使用することが多い。人骨の遺存状況によって骨中のコラーゲンの残存量は

左右されるが、概ね長さ数cm、 重さ0.2g程度の破片で十分に測定可能である。

試料は、表面を洗浄した後粉砕し、0.lN HClに より脱灰して遠心分離器にかけ、その残滓を測定試料

とする。測定には安定同位体用の質量分析機を使用するが、近年では全自動化されたANCA―mass質

量分析機 (Automated Nitrogen and Carbon Analyzer質 量分析システム)と いう機械が導入されている。

なお、炭素安定同位体分析を現生の生物に対 して実施する場合には筋肉等の軟部組織を使用するのが一般

的であるが、人骨を試料 とする場合には先述の食物 と捕食者との差 (+1‰ )と 、通常の蛋白質 とコラー

ゲン蛋白との差 (+3.5‰)を加えた+4.5‰を補正して食物推定値を求める必要がある。

3。 これ までの成果

これまでの研究によって多 くの貴重な成果が得られているが、その一部について触れておく。

まず地域的な特徴 とその差であるが、小池裕子氏による北方の狩猟採集民であるサハ リン近世アイヌ、

北海道近世アイヌ、オホーツク文化期人を対象にした研究がある。いずれのグループもかなり水産資源へ

の依存が大きいものの、後 2者においてより依存度が高 く、特にオホーツク文化期には、蛋白質の大半が

水産資源から供給されていたことが推定された。

同様の成果は、南川雅男、赤沢 威両氏によっても提出されている。北海道北黄金貝塚、長野県北村遺

跡、福島県三貫地貝塚、千葉県古作貝塚の各遺跡から出土した縄文時代人骨の測定結果を比較、考察した

もので、北海道では魚介類や海獣 といつた水産資源に多 くを依存しており、三貫地貝塚や古作貝塚 といつ

た本州の海岸部の遺跡では植物、陸上動物、海産物をほぼ同じ割合でバランスよく摂取しており、本州の

内陸部に立地する北村遺跡では大半を植物に依存していたということが判明した。本州の海岸部で大規模

な貝塚が形成されている遺跡でも、極端に魚介類に偏ることはないという結果が出たのである。さらに両

氏の研究では、北黄金貝塚人骨 と併せて続縄文時代の人骨や近世アイヌ人骨についても検討し、北海道に

おいては、縄文時代から近世に至るまで蛋白質摂取源の多 くを水産資源に依存していたという地域的特徴

の推定も行われており、その傾向は小池氏の研究成果 とも符合している。

つづいて時期差に関する研究では、小池氏による関東地方の縄文時代人骨を対象とした成果が挙げられ

る。縄文前期には試料数が少ないものの比較的陸上動物の割合が高 く、中期には陸産資源と植物性食物へ
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の依存度が高 くなり、後期初頭 (称名寺式期)に一時的に海産物へ偏 り、後期の後半には再び陸産資源の

割合が高 くなるが中期に比 して相対的に動物質のものが多 く、晩期 も試料数は少ないがやはり動物への依

存が高いという特徴が示されている。称名寺式期に一時海産物へ偏るという測定結果は、貝層サンプルの

分析によって得られる動物遺存体の組成において、この時期には魚骨の出土量が増加するという傾向と合

致している点でも注目される。

さらに、性別差についても興味深い成果が発表されている。先述の小池氏による関東縄文時代人骨の研

究で、特に試料数の多い後期前半 (堀之内式期)において、各遺跡で男性の窒素安定同位体比が女性より

も高いという傾向が認められ、男性のほうが動物性食糧の摂取量が多いことが推定された。また、一遺跡

で複数の試料を測定すると、遺跡によって依存する生態系や平均値にはばらつきがあるものの、一部の男

性に炭素安定同位体比が極端に低い例が存在するという共通の特徴があることが判明した。これは陸産資

源への依存度が極端に高いことを意味することから、狩猟を専業 とするハンター的な男性が存在 した可能

性が指摘されている。

なお、本研究紀要では小池裕子氏にお願いして、有吉北貝塚 8個体、草刈遺跡 (B区)15個体、矢作貝

塚 3個体、武士遺跡 1個体の、 4遺跡、計27個体について安定同位体分析を実施した。その成果について

は、第 1章第 3節に玉稿を掲載した。

4。 今後の展望

今回の分析結果や過去の成果をふまえて、今後の研究について考古学サイドから展望してみたい。

これまでに提出されてきた成果は、いずれも分析結果の比較研究によって構築されてきたものである。

近隣の地域で時期の異なるもの、同時期で他地域のものの分析結果の比較から時期差や地域差が検討され、

同一遺跡内の複数の試料の比較から性別差や狩猟専業集団の可能性が指摘されてきた。また、縄文時代後

期初頭における水産資源への依存の増加 と貝層中に含まれる魚骨の量の増加 という合致点の指摘は、安定

同位体分析の結果と考古学的方法による成果 との比較研究によってなされたのである。

人骨を試料 とする安定同位体分析の最大の利点は、まさにこの点にある。すなわち、試料が発掘調査に

よる出土資料であるため、副葬品の有無や種類、埋葬の姿勢や頭位方向、抱石葬や鉢被葬といった特殊な

埋葬方法等の、多 くの考古学的なデータを伴っているのである。さらに形質人類学的分析鑑定による性別

や年齢、抜歯の形態、古病理学的所見等のデータとの対比 も可能である。近年では血縁関係の推定等も行

われているので、場合によっては小集団差や個人差にまで踏み込んだ検討も可能になる。こうした比較研

究をとおして、これまで知 り得なかった多 くの新事実が判明していくことであろう。

安定同位体分析の成果から食性、ひいては人間生活の復元をより詳細に行うには、より多 くの遺跡の、

より多 くの個体の分析の実施が望ましいことはいうまでもない。これまでの成果の項で触れたとおり、現

在のところ積極的に研究成果を発表している研究者は多いとはいえないが、研究に対する注目度は高 く、

その底辺は確実に広がる傾向にある。さらに、分析者サイ ドの近年の傾向として、より細かく個人差レベ

ルで議論されようとしてきていることからも測定結果の蓄積が望まれている。

自然科学的方法による分析に対する考古学サイドの考え方は、各人各様であると思われる。まして試料

が消滅する破壊分析に対しては否定的な見解もあろうし、その実施にあたっては慎重な検討を要すること
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はいうまでもない。しかし、考古学的方法のみでは解明することの不可能な成果を期待できることも事実

である。今回の研究では人骨を試料 として安定同位体分析を実施 したが、他にも考古学的成果 との共同に

よってより有効な成果の期待できる方法が年々開発され、精度を高めてきている。その方法や期待される

成果についての知識を持ち、積極的にアプローチしていく姿勢を持つことは必要であろう。相互理解 と連

絡協力体制の強化、研究体制の充実が両者にとって有益であることは疑いのないところである。

人骨資料の取 り扱いについては次節で詳述するが、最後に安定同位体分析を含めた微量成分分析を実施

する場合の、考古学サイドにおける注意点ついて若干触れてお く。検出時から記録、取 り上げ、保管の各

段階において、細心の注意を払わねばならないことはいうまでもないが、人骨は基本的に脆弱遺物であり、

よほど良好な遺存状況でないかぎり取 り上げに非常な困難を伴うことも少なくない。そのような場合には

何らかの方法で固着強化を施すことになるのであるが、最大の注意点として、もしこれらの自然科学的分

析を実施する可能性がある場合には、後で離脱することの難しい樹脂類の使用は絶対に避けなければなら

ないという点を強調しておく。

参考文献

Braian Chisholm、 小池裕子、中井信之1988 「炭素安定同位体比法による古代食性の研究」考古学 と自

然科学20

南川雅男、赤沢 威1988 「縄文人の食物摂取」遺伝42-10

赤沢 威、南川雅男1989 「炭素。窒素安定同位体に基づ く古代人の食生活の復元」『新しい研究法は考古

学に何をもたらしたか』クバプロ

小池裕子、中井信之、米山忠克1990「13C15N法による日本先史時代人の食性分析」『日本文化財科学会

第 7回大会研究発表要旨』

小池裕子1990 「浦和円正寺人骨中のコラーゲンを用いた炭素・窒素安定同位体比測定による食性分析」

『浦和市立郷土博物館研究調査報告書』17

南川雅男1990 「アイソトープ食性解析からみる先史モンゴロイドの食生態」モンゴロイド6

小池裕子、西野雅人、四柳 隆1998 「炭素・窒素安定同位体分析にもとづ く千葉県下出土人骨の食性に

関する特徴」『日本文化財科学会第15回大会研究発表要旨』
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第 4節 縄文人骨の分析 と保管

西野雅人・ 四柳  隆

今回の集計で、県内の発掘調査で出土した縄文人骨は約1400体に上ることが明らかになった。明治から

昭和初期に発掘された銚子市余山貝塚、市川市堀之内貝塚、姥山貝塚など、古 くからまとまった多 くの発

見にカロえて、昭和50年代以降、開発に伴う多 くの貝塚の調査によって、毎年新たな資料が追加されている。

ごく最近では、茂原市下太田貝塚から200体 を超える人骨が出土して大きく報道されたほか、多数の埋葬人

骨を収録した市原市手永貝塚、祗園原貝塚の報告書も刊行されている。人骨が出上した遺跡はほとんどが

貝塚であり、貝殻の炭酸カルシウムによって人骨が遺存したものである。貝塚が縄文時代の各時期に、県

内各地にわたって形成されたことによって、人骨の出土例が多いことになる。おそらく狩猟採集民の人骨

資料がこれだけ充実している地域は、それほどないであろう。当県としても、とくに重要なものとして扱

つていく必要があると思われる。

1.最近 の動向

縄文人骨に限らず、人骨がかけがえのない貴重な資料であることは言うまでもなく、発掘調査で人骨が

出土すると、たいてい相当な時間をかけて作図され、取 り上げられる。しかし、その後は人類学者に鑑定

を依頼すれば終わりで、成果が掲載されてもデータを使 うのは人類学者ばかりという傾向があった。また、

研究の内容 も人種論を中心 としたマクロなものがほとんどであり、遺跡や地域を単位 とした研究が行われ

ることは少なかった。このような現状に対 して、近年、人類学倶1、 考古学側の双方から新しい取 り組みが

みられる。次の 2点 にまとめることができよう。

・人骨の保管 0調査・研究体制の改善に関する取 り組み。調査・研究方法の普及
0新 しい分析方法の開発 と新たな研究の実践

(1)人骨の保管・調査 0研究体制の改善に関する取 り組み。調査・研究方法の普及

日本学術会議の人類学・民俗学研究連絡委員会 と、そのなかで組織された古人骨研究体制検討小委員会

では、人骨研究に関する問題点について対策を検討し、「古人骨研究体制の整備について」という報告をま

とめた。この報告は平成 9年 6月 の日本学術会議審議委員会の議を経て、全国の関連機関に通知された (尾

本恵市ほか1997)。 そこでは、発掘調査例の増加に伴い多数の人骨が出土しているにも関わらず、基本的記

載研究が軽視されることによる人類学研究者の不足、及びその活動を支える資金や設備の不足によって資

料の保全 と研究に大きな支障を来していることが指摘され、改善に向けた提言がまとめられている。。

その経緯、内容については、馬場悠男編1998年刊行の『考古学と人類学,考古学と自然科学―①』に詳

しく掲載されている。本書では、人骨研究に関する最近の動向・取 り組み、骨学の基礎、最新の分析方法

の概要と原理、取 り上げ・保管の方法、諸注意などがわかりやす くまとめられている。「はじめに」のなか

で「本書の目的は、考古学者が人骨をどのように取 り扱えばよいかに関し、具体的な方法を略説すること

である」 と明確に述べられているとおり、埋蔵文化財関係者にとって絶好の手引き書である。今後、遺跡
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で人骨が出土した際の取 り扱いに役立つことはもちろん、考古学者の側で一部の分析を実施 したり、人骨

のもつ様々な情報を研究に活用していく上でも非常に便利であろう。以下に、この本のほかに有益と思わ

れるものをいくつか紹介する。

藤田恒太郎・桐野忠大・山下靖雄1995 『歯の解剖学 (第 22版 )』 (金原出版 )

R.M.H.Mcminn他 (佐藤達夫訳)1988 『カラーチャー ト人体の骨格』 (南江堂)

片山一道他1996 『人間史をたどる一自然人類学入門―』 (朝倉書店 )

森 於克他1969 「骨学」『解剖学』 1

朝日新聞社1993 『朝日ワンテーママガジン14 原日本人 弥生人 と縄文人のナゾ』 (朝 日新聞社 )

(2)新 しい分析方法の開発 と新たな研究の実践

性や年齢の査定、おもな部位の計測、観察 という基礎的な分析記載のデータを利用した研究は、人類学

者による日本人のルーツや人種論などマクロなものが中心になってきた。考古学者による研究 としては、

埋葬の構造、抜歯形式による血縁関係の究明などがあった。しかし、人骨分析は人類学者に分析を依頼す

れば終わり、というのが普通であった。

これに対 して、最近では人類学者による遺跡の情報を使った人骨群の研究や、人類学の基礎を学んだ考

古学者による研究などが行われるようになってきた。また、炭素・窒素安定同位体分析による食性の復元

(南川1993、 小池1999)、 骨盤に残された痕跡から出産回数を検討した研究 (五十嵐1992a,b)、 古病理学的

観察による疾病や生活様式の復元 (鈴木1993)、 DNA分 析による血縁関係や、他集団との遺伝的交流の分

析 (植田1994)な ど新しい分析方法の開発によって、知 りうる情報の幅が広がっていることも特筆される。

人類学者が遺跡ごとの詳細な研究を行ったのは、岩手県上里遺跡における歯冠計測値を使ったものが最

初であろう (野坂他1983)。 長野県北村遺跡 (茂原1993)の 報告では、分析の方法などがまとめられている。

また、人類学者 と考古学者による共同研究 (松村・西本1996)も 行われるようになった。

一方、考古学者倶1で も人骨のデータを活かした研究が増え始めている。平成 7年春の日本考古学協会茨

城大会では、人骨 と埋葬を中心テーマとしたシンポジウムが行われ、関東地方の縄文時代埋葬人骨事例、

多数遺体集積合葬事例、参考文献の集成資料が作成された (宮内他1995)。 また、人類学を学んだ考古学研

究者による研究 も現れ始めた (渡辺1991)。 集落構造の分析にあたって、人骨から得られる様々なデータと

人骨以外の考古学的なデータを組み合わせて考察を行った渡辺 新氏の研究は、停滞しているといわれる

集落研究に対 して新たな可能性を提示した。

(3)歯牙を中心とした分析

最近行われた分析研究の傾向として、歯牙の計測値や咬合面の形態観察のデータを使ったものが多いこ

とを挙げることができる。これは、溝口優司氏 も述べているとおり(溝 口1982)、 遺跡から出土する骨は不

完全であることが多 く、もっとも遺存しやすい歯牙は分析資料 として有利であるからであろう。また、情

報量 も多い。たとえば、第1章第4節で触れた計測値や形態の集団間の比較は、社会関係を考える上でもっ

とも直接的なアプローチの方法 として期待できるだろう。
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2.人 骨の保管

最後に、人骨資料の保管について触れておく。前に紹介した人類学側からの提言のなかに「教育委員会

などでの人骨及び報告書の保存管理が不完全なため、後で比較資料 として利用できない。」という指摘があ

った。人骨は比較的丁寧に扱われていると思われるが、収蔵施設や収蔵方法にはさらに注意が必要であろ

う。施設の改善が難しい場合でも、湿度の高い場所を避けたり、密閉容器に収納するといった、できる限

りの改善が望まれる。さらには、研究資料 として利用できるようにリス ト等を整備し、適切な保管につと

めることが求められる。

このような努力は、人骨を保管している人類学関連の研究機関にもお願いしなければならない。所属し

ている研究者以外 も広 く利用できるよう、整備を進めていただきたい。

なお、当センターでは縄文時代以外も含めた人骨のリス トを作成し、不定期に更新している。平成9年12

月の集計によると、縄文時代人骨170体 (中期82、 後期73)、 古墳時代人骨118体 (前期5,後期93)、 奈良・

平安時代人骨51体、中近世人骨281体、詳細不明24の合計644体にのぼる。報告書刊行済みの資料について

は、研究用の閲覧、貸し出しに応じられるよう整備をすすめて行きたい。

参考文献

五十嵐由里子1992a 「日本人女性骨盤の妊娠痕について」 (英文) 人類学雑誌1003

五十嵐由里子1992b 「縄文人の出生率の地域差について一妊娠痕の分析―」 人類学雑誌100-3

植田信太郎1994 「DNA分 析で古人骨の何がわかるか」『公開シンポジウム古人骨はなにを語るか』

尾本恵市他1997 「古人骨研究体制の整備について」日本学術会議、人類学・民族学研究連絡委員会

小池裕子1999 「古人骨から知られる食生活一安定同位体法による食性分析―」『考古学 と人類学』

茂原信生1993 「人骨の形質」『北村遺跡』

鈴木隆雄1993 「障害者を見守った原始人たち」朝日ワンテーママガジン14 原日本人

野坂洋一郎他1983 「上里遺跡出土人骨の歯牙に関する報告」『上里遺跡発掘調査報告書』

埴原和郎1982 「人類学からみた縄文時代の食生活」 季刊考古学 1

馬場悠男1994 「古人骨研究のいま :人類学者の立場から」『公開シンポジウム古人骨はなにを語るか』

馬場悠男編1998 『考古学 と人類学,考古学と自然科学一①』

平本嘉助・溝口優司1986 「草刈遺跡出土人骨について」『草刈遺跡 (B区 )』

松村博文・西本豊弘1996 「中妻貝塚出土多数合葬人骨の歯冠計演I値 にもとづ く血縁関係」 動物考古学6

溝口優司1982 「山田古墳群出土人骨」『芝山町山田古墳群・ 山田出口遺跡』

南川雅男1993 「骨でわかる縄文人のグルメ度」朝日ワンテーママガジン14 原日本人

宮崎良隆他1995 『縄文人 と貝塚』日本考古学協会1995年度茨城大会

渡辺 新1991 『縄文時代集落の人口構造一千葉県権現原貝塚の研究 I― 』
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第 5節 貝サンプルの分析 と保管

西野雅 人

1。 「貝サ ンプル資料」 と「現地採 集資料」

貝塚の調査では、微細資料の回収 と定量的な出土資料の分析のために、貝サンプルの採取が行われてい

る。目に付いたものを取 り上げる通常の発掘方法では、たとえば魚骨や小型獣骨のほとんどが取 りこぼさ

れてしまうことがわかっている。目に付いた資料は、大きめのものを中心に偶然回収されたものに過ぎな

いため、その内容は研究材料 としてはきわめて偏ったものとなる。

理想的には、調査した貝層を全てサンプリングして、同じフルイを使って資料を回収する方法が望まし

いが、当センターでは貝層のごく一部をサンプルとして持ち帰 り、分析・保管する方法を採用してきた。

これは、貝層の調査が頻繁に行われる当県の事情を考慮して、保管量が多 くなりすぎないように対処 して

きたものである。貝サンプル以外の貝層部分については、発掘の際に目に付いたものを取 り上げるととも

に、 4 nllll程 度のフルイを使って微細資料の回収につとめている(「現地採集資料」)。 第1章第5節の矢作貝塚

の動物遺存体分析の成果をみると、小型魚類はもっぱら貝サンプル出土資料から、大型魚類や鳥獣類は現

地採集資料を中心に検討されることが多い。データは相互補完的に利用される。

2.貝 サ ンプルの分析 と保管

第3章第2節で行った 4遺跡のデータを使った研究をみると、貝サンプルのデータがない場合には、比較

検討が困難であった。この場合、もし、貝サンプルが保管されていれば、今後足 りないデータを追加する

ことが可能である。反対に、貝サンプルが保管されなかった場合には、発掘された貝層の情報のうち大部

分が永遠に失われたことになり、今後の研究の可能性を閉ざすことになる。「千葉県貝塚数量分析例 リス ト」

をみると、調査数に比べて、数量が公表された貝層は案外少ない。貝塚は我が県にとってとくに重要な文

化遺産であると位置づけられながらも、今後の研究に供されるための分析データがなかなか蓄積されずに

来たことを重 く受け止めなければならない。予算や工程上の都合によって充分な調査、整理作業が難しい

場合もあると思われる。しかし、貝塚の調査を行う以上、貝サンプルの採取は最低限度の作業 といえよう。

当センターで現在実施 している貝サンプルの分析は、保管するサンプルの内容を提示し、将来研究等に

活用できるようにしておくところまでの必要最小限の作業を実施することを意図している。整理作業を経

て、時期が確定された資料価値の高い貝サンプルを報告書掲載資料 として保管していくことが、今後の貝

塚研究 とその成果の活用のために最低限必要なことである。その一方で、整理作業の結果、時期が確定で

きないサンプル、撹乱を受けているなどの理由によって資料価値が低 くなり、報告に使われなかったサン

プルなどは処分して、保管量を制限することも必要であると考える。今回実施 した14c年
代測定、貝殻成長

分析、人骨の安定同位体分析で使用した試料は、なな過去に採集 0分析が行われ、保管されていたサンプ

ルから再度サンプリングしたものである。報告書によって基本的な情報を提供 した上で、さらに研究を進

めることができる試資料を残すことが、貝塚のもつ豊富な情報量を活用するために最も重要な作業といえ

るだろう。
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第 3章 まとめと課題

第 6節 今後の研究の課題

西野雅 人

前節までに貝塚から出土する資料を利用した分析研究の意義や資料の保管などについてみてきた。ここ

では、千葉県における縄文貝塚の調査・研究の課題について述べて結びとしたい。

1.貝塚の情報量

本県に数多 くの貝塚があることは、縄文時代の研究を行う上で恵まれた点である。今回収録 した県内貝

塚地名表によると、県内の縄文貝塚の数は687件 となった (埼玉県内28を除 く)。 これは『千葉県の貝塚』

で約500箇所 とされたのに比べてかなり増カロしているが、位置が不明なものなど収録できていないものも多

く、西野元氏の整理によると、県内の縄文貝塚数はこれまでの地名表に収録されたものだけでも738件に上

る (西野1995)と いう。その多 くは集落に伴う貝塚であり、また、周辺に同時期の貝塚を伴わない集落 も

あるので、生業の研究だけでなく、集落の構造研究や地域の社会構造などを総合的に研究することができ

る。また、時期的にも空間的にも分布に広が りがあることで、上ヒ較研究がしやすい点も利点である。

第 3章ではその利点を活かすべ く、 2つの方向から研究を行った。第 1節では比較的条件のそろった 1

遺跡で多 くの種類のデータを組み合わせた検討を行い、第 2節では多 くのデータを一定地域内の複数遺跡

で比較検討してみた。提示した資料が多様であること、考察の内容が具体的であることをみていただけた

のではないだろうか。すなわち、遺物自体の組成や特徴などの単純な提示だけでなく、漁の形態、年間の

生業スケジユール、特定の食糧資源への指向性、貝塚間の社会関係などについて議論することが可能であ

る。

2つの研究に共通した今後の大きな課題は、比較可能なデータを増やすことにある。 とくに後者では、

古 くから研究の対象となっている4遺跡を取 り上げたにもかかわらず、分析資料の時期的 0あ るいは質的

な偏 りや、調査方法・分析方法の違いなどによつて、有効な比較ができない部分が多いことをあらためて

思い知 らされた。断片的なデータをつぎはぎしながらの比較になり、不十分なデータから、誤 りの危険を

知 りながら、あえて結論を導いた部分も多い。しかしながら、不足した部分の多 くは、今後補うことが可

能であり、すでに保管されている資料の分析を追加することで解決できるものも多い。どのデータが不足

しているのかが明確になることは、今後の研究の進展にとっても大切なことといえよう。それは、分析を

追加するべき資料が明らかになるからであり、また、調査や整理作業を通じて必要なデータを得るために、

どの資料についてどのような分析を行うべきかを考えるための材料 となるからでもある。

2.千 葉県 におけ る貝塚研究の問題点

本県は縄文時代の研究をする上で非常に恵まれた環境にあると述べた。しかし、貝塚の調査 0研究方法

が改善されて、その情報量が飛躍的に多 くなってから久しいことを考慮すると、県内での貝塚研究はやや

停滞している感がある。問題点のひとつは、報告書に必要な基礎データが提示されない例が多かつたこと
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にある。もうひとつは報告されたデータが十分活用されずにきたことにある。

(1)基礎データの提示

動物遺存体の種・部位の同定 というもっとも基礎的で重要な作業を実施できる研究者が不足している。

最近では古代や中世などの出土資料 も分析が行われるようになって、研究者の不足は全国的な問題である。

当県でも近年はとくに貝塚の調査が多 く、分析が追いつかない傾向にある。当センターが関わった発掘調

査に関しても、10回 にわたる県内主要貝塚確認調査のうち、 8回分の同定作業が積み残されている。早期

に解決しなければならない点である。

(2)データの活用 と貝塚研究

『千葉県所在貝塚遺跡詳細分布調査報告書』には、堀越正行氏、後藤和民氏、金子浩昌氏、庄司克氏、

小川和博氏、野中徹氏によって当県の貝塚研究の成果がまとめられている(千葉県教育委員会1979)。 これ

は各氏の長い研究成果 と多 くの貝塚の調査で目にした経験に基づいたものであり、その後20年を経過した

現在 も大きな変更は必要ないものと思われる。

この20年の間に、調査方法は飛躍的に改善されて、詳細なデータが得られるようになり、膨大なデータ

が蓄積された。本来であれば、各氏の示された論に対 して、詳細なデータから検証が行われ、あるいは反

論や別の視点からの論述などが活発に行われるだけの材料が得られていると考えられるが、残念ながら大

きな進展はみられないようである。20年前の研究レベルがどれだけ高かったとしても、議論が少なすぎた

のではないか。今回の研究成果で示すことができたのは、ほんのいくつかの例に過ぎないが、このような

具体的な数値を基にした議論によって、研究は進展するものと思われる。

3。 おわ りに

研究の停滞の原因には、調査される貝塚が多 く、データが膨大で研究が追いつかないという側面もある。

したがつて、研究機関や研究者相互の情報交換やデータの共有につとめることも重要であろう。今回作成

した貝塚、分析例、人骨、文献などのリス トは、「貝塚ID」 や「文献ID」 をキーとしてリレーショナルデー

タベースとして加工し、有効に活用したいと考えている。このようなデータは追加・更新していかないとす

ぐに価値が低 くなっていく。多 くの方にデータを利用していただき、更新についても多 くの御協力を得ら

れれば幸いである。

本研究紀要によって、少しでも貝塚出土資料から得られる情報について理解が得られ、貝塚 と出土資料

の貴重性が伝わることを期待して結びとしたい。

参考文献

西野 元1995 「千葉県内貝塚数から見た地名表」『研究紀要16』 千葉県文化財センター
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附章 資料 0データ集

第 1節 試資料分析の基礎データ

1.草刈貝塚 (草刈遺跡 B区)出土人骨の歯牙データ

草刈貝塚 (草刈遺跡B区)出土人骨のうち、歯牙のデータが提示されていない個体分を追補しデータを

整えた。記載方法は62ペ ージの凡例のとおりである。

第53表 草刈貝塚出土人骨の歯牙データ

190A号址/住居 左 ○/0         1'0
上m2右 ○/○ 1'0

形 態 観 察
左 ○/○

下ml右 ○/○

左 ○/○

202号址/住居 下m2右 ○/○ 1'O Y5+1 第 6咬頭 [3]

左 ○/○ 1'O Y5+1 第 6咬頭 [3]

形 態 観 察

下C 右 ○/0  75  80 2 0

【C人骨】

歯 種
|[/霞 |♂7)響fl開 形 態 観 察

下Pl右 ○/○ 上Pl右 ○/○ 84 1 0 エナメル質減形成

左 ○/○ 上P2右 ○/○ 87 2 0 エナメル質減形成

下P2右 ○/○ 98 2 0 上Ml右 ○/○ 111 3 0

左 ○/○ 上M2右 ○/○ 110 3 0 遠心側エナメル滴

下Ml左 ○/0 125  130 3 0 Y5 遠心副根

下M2右 ○/0  123 117 3 0
左 ○/○

下M3右 ○/0 111  109 3 0
左 ○/○

歯冠計測値
m― d/b-1 形 態 観 察

上 12右 ○/0  79 74 - ― シャベハ彬[」 」臼憩暉期絆建2

左 ○/0  78

歯 種
|§/霞 |♂〒所][l閣 形 態 観 察

上 11左 △/○  (9_3) 84 3 0
上 C 右  △/0  8.3  88 3 0

上 Pl右  ○/0  7.0  105 2 0

上Ml?左 ○/△  10.1  114 2 0 咬頭 [4〕

203A号址/住居

左 ○/0  90 82 -―  シャベル形 [ss]
歯 種

1信/震 lmiT)][1開
形 態 観 察

78 - ― シャベ几影[d」齢謝躇研疎知 2
上 11左 ○/○ 4 0

下 12右 ○/0  61 6.8 上 12左 ○/○ 4 0

左 ○/0  61 68 -― 下 11右 △/△ 67 4 0

左  ×/△上C 左 ○/0  81 85 -―
上Ml右  ○/○ ― ― 咬頭 [4] 下12右 △/△ 69 4 0

左 ○/0 105  118 -― 咬頭 [4] 下12+鉱 △/△ (105) 79 3 1 癒合歯 単根

上M2右 ○/0  87  118 -― 咬頭 [3+] 下C 右 ○/△ 79 4 0

左 ○/0  88  114 -― 咬頭 [3+] 下Pl左 ○/○ (9_1)3 1

下Ml右 ○/○ ― 一 Y5+1 第 6咬頭 [2] 下P2左 ○/△  (72) 9_4 3 1

左 ○/0 118  116 -一  Y5+1 第6咬頭 [2] 上M2P左 ○/0  95  115 2 0 咬頭 [4]

下M2右 〇/0 11.5  10.7 -―  X4 下Ml右  ○/△  110  11.2 2 0 X5

下 i2左 ○/○ 左 ○/△ (11.2) 118 2 1 X5

下 C 左 ○/○ 1 0 下M2左  ×/×

歯 種
 1暑/霞 lmfT)]El

下C 左 △/0  73  79 3 0

【A人骨】

歯 種
保 存 歯冠計測値

m― d/b-1冠/根

下 12右 ○/○

【B人骨】

歯 種
保 存

冠/根

上 11右 ○/○

上 ml右  ○/○
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歯 種
lξ/霞

下 11左 ○/○

207B号址/住居 下M3右 ○/×  105 11.0 2 0

歯冠計測値
m― d/b-1 形 態 観 察

左 ○/0 105 113 20 +5

53 4 0 228号址/住居

下 12右 ○/○  (50) 58 3 0
左 ○/○ 58 4 1

下C 右 ○/○ 69 3 1
形 態 観 察

1'0 シャベル形 [tr]捻転左 ○/○ (61)3 0
下Pl右 ○/○ 6.9 1 1 下 11右 ○/0  58  63 2 0

下 P lP左  ×/○ 左 ○/0  58  61 2 0 捻転

下P2右 ○/○ 80 1 1 上C 左 ○/0  80  83 1 0 エナメル質減形成

上Ml右 △/0 106 118 2 0 咬頭 [4]カ ラベリ結節

上M2右 ○/0  9.0 106 2 0 咬頭 [4-]

下Ml左  ○/0 106

下C 右 ○/0  72  77 1'0 エナメル質減形成

左 ○/○ 78 2 0 エナメル質減形成

107 2 1 上 Pl右  ○/○ 92 1'0

下M2左 △/△ (101) 98 2 0 上P2右 ○/○ 89 1'0

下M3左  ○/0  92 89 2 1 X5 下 Pl左  ○/0  8.1 83 1 0 エナメル質減形成

207C号址/住居

下Ml右 ○/0 126  116 1 0 Y5+1 第 6咬頭 [2]

左 ○/○ 11 9 1l Y5
下M2左 ○/○ 11 3 rl X5

歯 種

下 12右

形 態 観 察 下M3左  ○/○ 94 1' O X5

3 0

下C 左 ○/0  72  82 3 0 【D人骨】

歯 種 形 態 観 察

211号址/住居
3 0

形 態 観 察 左 △/○

上 12右  △/○ 3 0

左 △/○ 3 0
左 △/○  (56) 66 3 0

上 C 右 ○/○ 86 3 0
下C 右 △/△  (68) 77 3 0

左 △/○
左 ○/○  (65) 77 3 0

下C 右 ○/○ 76 3 0
下Pl右 △/△  73 (85)3 0

上 Pl右  ○/○ 96 3 0
下P2右 △/0  82 (88)2 0 3咬 頭

左 ○/○ 10 0   3  0
上M3右 ○/0  82  112 2 0

上P2右 ○/○ 10 0   3  0

下M2右  ×/×
左 ○/○ 10 0   3  0

下 Pl左  ○/0  72 81 3 0
216号址/住居

下P2右 ○/○ 88 3 0
左 ○/○ 85 3 0

形 態 観 察 上Ml右  ○/○ 118 3 0 咬頭 [4]

左 ○/○ 119 3 0 咬頭 [4]

下Ml右 △/○
左 ○/×  (86) 79 3 0 シャベル形 [tr]

左 △/○ 3 0 ・ 5
上 12右 ○/0  65 70 3 0 シャベル形 [ss]

下M2右 △/○ 1 0
左 ○/×  (68) 67 3 0 シャベル形 [tr]

左 ○/0 114 10 7 1 l Y4
下 12右 ○/× 66 3 0

下M3右 ○/0 115 1' l X5
上C 右 ○/× 83 3 0

左 ○/△  (74) 84 3 0
下C 右 ○/0  67 85 3 0

左 ○/× 84 3 0
歯冠計測値

m― d/b-1
88

形 態 観 察

上Pl右 ○/× 98 2 0
下Pl右 ○/0  64 82 2 0 上m2右 ○/○ 咬頭 [4]

左 ○/△ 8.1 2 0

下 P2右  ○/○ 8.8 2 0

上M3?左 ○/× 12.0 2 0 歯冠計測値
m― d/b-1 形 態 観 察

下Ml右  ○/0 109 (114)2 0 Y
左 ○/×  108 111 2 0 +5 上 11左 ○/○  (77) 71 3 0

下M2右 ○/0  98 111 2 0 +4 上12右 ○/○  〈76) 74 3 0 シャベル形 [tr]基底結節着月

【C人骨】

歯 種
1辱/霞

上 12右 ○/○

歯冠計測値
m― d/b-1

歯冠計測値
m― d/b-1

保 存

冠/根

歯 種
保 存 1 歯冠計測値

冠/根 lm_d/b-1
下 12右 △/△  (57) 63

【A人骨】

歯 種
|§/寝

上 11右  ×/△

【E人骨】

歯 種
保  存

冠/根

上ml右 ○/○

【F人骨】

歯 種
|[/寝

左 ○/0 103 111 2 0 +
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左 ○/○  (61) (64)3 0 シャベル形 [tr]渕齢韻曜胡

上 11右 △/○



上C 右 △/○ 8.3 3 0 左  △/△ (11.7) 117 2 0

上Pl右 △/○ 2 0 下M2右  ○/△ (107) 106 2 0 +…
上 P2右  ○/○ 92 1 0 左 △/△ (109) 107 2 0
上M2右 下M3右 ○/×  (100) 10.2 2 0 X…
上M3左 ○/0  95  110 1' 1 咬頭 [3+] 左 △/△ (104) 10.7 2 0

229B号址/住居 509号址/住居

歯 種
1暑/寝 lmIF〕響11開 形 態 観 察

上 11右 ○/0  95  8.2 2 0 シャベ晰 卜〕エナメ鴻蘭城

歯冠計測値
m― d/b-1 形 態 観 察

下 I 60 3 0
左 ○/○  (5.3) 59 3 0

左 ○//C)   9 7    8.0  2 0 シャベル形Is〕 エナメル質減形成 下 12右 △/△  (6.0) 62 3 0
上Pl?左 ○/0  73  9.2 1 0 左 ○/○  〈59) 62 3 0
上M3右  ○/0  80  95 1 1 2咬 頭 根先未形成

左  ○/0  82  103 1 1 咬頭 [3]根先未形成

【B人骨】

歯 種 形 態 観 察

下 11右 ― ― シャベル形 [r] 根 [4-5]

下C 右  ○/ 65 70-― 根 [45]
下C 右 ○/0  5.9  53 1
下m2右 ○/0 106  9.2 1 0 Y5+2 第6増頓 [2]第 7g願

480号址/住居

形 態 観 察

上P2?左 ○/○  (67) 101 2 1
下C 左 △/○  (76) 8_0 3 0

下Pl左 ○/0  74 8.8 2 0 3咬頭

下P2左 △/0  78 95 2 0 3咬 頭

上M2左 ○/○ (102) 120 2 1
上M3左 ○/○  (97) 121 2 1
下Ml右 ○/○ (124) 117 2 0 Y5

左 ○/0 123 119 2 0 Y5

下M2右  ○/〇 (11.6) 120 2 0 Y…

左 ○/O n2 114 2 0 Y…

下M3右  △/○ (124) 11_5 2 0
左 ○/0 127 12_0   2  0

511号址/住居72 3 0
75 3 0

形 態 観 察
上 12右 ○/○ 4 0

上 11左 ○/○  (80) 66 3 0左 ○/○ 61 3 1
上 12左 ○/○  (63) 63 3 0 エナメル質減形成

下 12左  ×/○
上C 左 ○/0  7.7  70 3 0上 C 右  ×/○

左 ○/○ 下C 右 ○/0  75  73 3 0

上P2左 ○/0  62 87 2 1 上Pl右 ○/0  67  8.8 3 0 エナメル質減形成

左 ○/0  68  89 3 1 エナメル質減形成下Pl右 ○/△
上P2右 ○/○ 3 1

下P2右 ○/○  (67) (78)2 0
左 ○/0  65 89 3 1 エナメル質減形成左 ×/〇

下Pl左 ○/○ 4 0
上Ml右 △/○ 108 2 1 咬頭 [4]

下P2左 ○/○ 83 3 0上MlP左  ×/○

上M2左 ○/0  85 107 1 0 遠心側エナメル滴
上Ml右 〇/○ 3 1 咬頭 [4]

上M2左 ○/○ 114 1' 1 咬頭 [3]根癒合
下M3右  ○/0 10.7 2 1   5

上M3右 ○/○ 113 3 0

下Ml右 ○/○ (111) 114 3 0
504号址/住居

下M3右 ○/0 103 96 3 0
歯冠計測値

m― d/b-1 形 態 観 察 左 ○/0 10_0 99 1 0 +4

下 C 左 7.6 3 0△/○
516号址/住居上Pl左 △/△ 94 3 0

上P2左 △/△  (59)

上Ml左 △/△ (110) 120 2 0 咬頭 [4]3根性

歯 種
lξ/寝 |♂ 言所響El囲 形 曲 察

上 11左 ○/○  (80) 76 3 0 シャベル形 [tr]

上 12左 ○/○  (7.0) 71 3 0 シャベル形 [ss]

下 11右 ○/0  5_2  59 3 0

91 2 0
下Pl左 △/○ 74 3 0
下 P2右  △/○  (72) 2 0

左 △/○  (67) 80 2 0

上M2左 △/△ 117 2 0 カラベリ結節 台状根傾向
左 ○/○ 3 0

上M3左 △/△  (95) ■ 0 2 0 台状根
下 12右 ○/0  6.1 6.1  3 0

種
|[/寝

1右 △/○

保 存

冠/根
歯冠計測値

m― d/b-1

歯 種
1磐/霞

上 11右 ○/○

歯 種
保 存 1 歯冠計測値

冠/根 lm_d/b-1

下Ml右  △/×  (113) 112 2 0

―-195-―

左 ○/○ 3 0



上C 左 ○/0  75 82 3 0 下11右 ○/○ 1'0

下C 右 ○/0  69 84 3 0 エナメル質減形成 上Ml右  ○/○ 1'0 咬頭 [4]

左 ○/○ 左 ○/0 101 112 1'0 咬頭 [4]

上Pl右 ○/0  69 95 1 0 2根 性傾向 下Ml右 ○/0 114 106 1'0 +5+1 第 6咬頭 [3]

1'0 +5+1 第 6咬頭 [2]左 ○/0  69 95 2 0 2根 性 左 ○/○

上P2右 ○/0  70 96 2 0 下M2左 ○/○ ― ― X5+1 第 6咬頭

左 ○/○ (98)2 0 エナメル質減形成 下 12右 ○/〇 2 0

下Pl右 ○/○ 2 0 上C 右 ○/○ 2 0

左 ○/0  66 75 2 0 左 ○/○ 2 0

下P2右 ○/○ 下C 右 ○/○ 2 0

○/○ 86 2 0 上ml右 ○/○ 2 0

上Ml右 ○/0 10.5  113 3 0 噛頭4]頻側1瞼合 エナメル質減形成

左 ○/○ (113)3 0 咬頭 [4]エ ナメル質減形成

上M2右 ○/0  95  126 3 0 咬頭 [3]エ ナメル質減形成

左 ○/○ (123)2 0 咬頭 [3]エ ナメル質減形成

上M3右 ○/○

左 〇/○ 2 0

上m2右 ○/○ 2 0

左 ○/○ 2 0

下ml右 ○/○ 2 0

1 1 左 ○/○ 2 0

下Ml右 ○/0 113  108 3 0 Y5 下m2右 ○/○ 2 0 5̈+1 第 6咬頭 [3]

左 ○/○ 30Y5 左 ○/○ 2 0 …5+1 第 6咬頭 [3]

下M2右 ○/0 116  105 3 0 +5
左 ○/○ 2 0 +5 494号址/土壊

下M3右 ○/0 106  108 1 0 X5
形 態 観 察

左 ○/○ 1 0 +5

上 Pl右  ×/× 1 0

形 態 観 察

3 0 シャベル形 [tr]

上P2左 ○/× 95 1 0
左 ×/× 1 0

下P2右 ○/× 83 1 0 3咬 頭
上 12右 ○/0  74  64 3 0 シャベル形 [tr]

左 △/× 1 0 3咬 頭
下 12右 ○/0  61  61 3 0

上 C 右 ○/○ 3 0
上Ml右 〇/× 116 2 0 咬頭 [4]カ ラベリ結節

2 0 咬頭 [4]カ ラベリ結節左  △/×
左 ○/○ 77 82 3 0

上M2右 ○/X 116 1 0 咬頭 [3+]
下C 右 ○/○ 75 3 0 エナメル質減形成

左 △/X 1 0 咬頭 [4] カラベリ結節
上Pl右 ○/○ 2 0 2uFL

上M3右 ○/× 107 1 0 咬頭 [3+] カラベリ結節
左 ○/○ 91 2 0 2根 性

左 ○/× 115 1 0 咬頭 [3+]
上P2右 ○/○ 2 0 2根性

左 ○/○ 91 2 0
上M4?右 ○/× 58 0 0 過剰歯 4咬頭

下Ml右 ○/×  108 10.8 2 0 +5+1 第 6咬頭 [3]

10_9 2 0 Y5+1 第 6咬頭 [3]
下Pl右 ○/○ 76 2 0 エナメル質減形成

左 ○/×
左 ○/○ 76 2 0 エナメル質減形成

下M2右 ○/× 10.2 1 0 X4+1 第 6咬頭
下P2右 ○/○ 82 2 0

左 ○/×  106 10.2 1 0 +4+1 第 6咬頭
左 ○/○ 80 2 0

下M3右 ○/× 99 1 0 X5
上Ml左 ○/0 106 117 2 0 咬頭 [4]

上M2左 ○/○ 114 2 0 咬頭 [3]

上M3左 ○/○ 104 3 0 く別個体の可能性大〉

下Ml右 ○/0 116 113 2 0 X5+1 第 6咬頭 [2]

左 ○/×  110 100 1 0 X5+1 第 6咬頭

585号址/土墳

左 ○/0 118 111 2 1 … 5+1 第 6咬頭 [2] 形 態 観 察

2 0 Yt'.stvv ttr)下M2右 ○/0 108 104 2 0 +4
左 ○/0 108

左 ○/×  69  68 2 0 シャベル形 [ss]
下M3右 ○/0 112 106 20 Y5

下 P2右  ○/△  70  82 1 1 3咬 頭
左 ○/0 114 108 3 0 ・̈5 遠心副根

上M2左 ○/×  90  122 1 0 咬頭 [4] カラベリ結節

下Ml右 ○/0 112  106 2 0 Y5
左 ○/0 112  108 2 0 Y5

歯冠計測値
m― d/b-1 形 態 観 察

_ _ y"(4,vM ltrl
下M2右  ○/0 106  101 1 0

左 ○/0 104  10.0 1 0 Y・

左 ○/〇 67 -―  シャベル形 [tr] 下M3右 ○/0 109  102 1 0 X5+1 第 6咬頭

上 12右 ○/○ ― ― シャベル形 [ss]

歯 種
 1電/霞 lmttT鶉響L

下 12左 ○/×  58  64 2 0
【C人骨】

歯 種
lξ/寝

上 11右 ○/○

歯冠計測値
m― d/b-1

歯  種
保 存 1 歯冠計測値

冠/根 lm_d/b-1
上 12右 ○/×  67  66

【D人骨】

歯 種

上 11右

保 存
冠/根

左 ○/○ ― ― シャベル形 [ssl基底結節著明
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左 ○/0 114  10.4 1 0 X5+1 第 6咬頭
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日ヽヽ口゛　０‐壺８　一∞あヽ３〓

Ｅヽヽ口゛　め‐３８　一∞―い　ヽ一口一
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，
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日ヽヽ口ヽ　劇‐〓８　卜ｏ占ヽ８〓

日ヽヽ口ヽ　Ｎ‐
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８　一ｏおヽ９〓
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日ヽヽ日ヽ　ＮＩＲ８　崎０あヽヽ〓
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日ヽヽ口ヽ　一‐８８　一∞あ　ヽ一９¨
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嗅ヽヽ日ヽ　０１５８　一∞―∞ヽ　マ〓一
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一
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嘔ヽヽ口ヽ　　　一８●　ｏＯあ　ヽ卜
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¨

疇ヽヽ口ヽ　一‐一８ｏ　ＮＯあヽ　０
，

一
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一
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Ｌヽ黙口ヽ　∞‐３８　一いｌｏ　ヽ０
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眠ヽヽ日ヽ　中１８８　　∞８　崎〓一
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Цヽヽ日ヽ　∞ＩＮ８０　〇一‥寸ヽ　一９一
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ＮＯ　工０　　コ　申颯　　饉十Кκ　　　一５０　ゆｏ占ヽ　Ｎ一

いト　エ０　　コ　中憫　　饉十КК　　　一５０　ゆ０あヽ　一一

卜一　工一　　コ　中颯　　嗅キКκ　一Ｔｎ８●　ｏ∞あヽ　００

い０　工つ　　コ　中颯　　嗅十КＫ　　　一８〇　一∞島や　０∞

０∞　工つ　　コ　中颯　　瞑十ヽＫ　卜‐Ｎ８ｏ　ｏ∞占ヽ　∞∞

００　工つ　　コ　中颯　　口十КＫ　Ｎ■一８０　∞∞おヽ　卜∞

∞い　工つ　　コ　中颯　　口十КＫ　∞‐一８ｏ　い０あヽ　い∞

Ｎト　エ一　　コ　中颯　　瞑十ｋＫ　●‐８̈０　Ｎゆあヽ　一∞

０一　工つ　　コ　中燿　　曖十Кκ　一‐３８　　｝３　　一∞

０一　工つ　　コ　中颯　　口十КＫ　一Ｔ一　　　一３　　Ｎ∞

Ｎト　エつ　　コ　中颯　　Ｅ十ヽＫ　　　劇ゆ８　　∞８　　一∞

一ｏ　工つ　　コ　申颯　　目十ヽＫ　ｏ‐９８　　∞８　　●∞

寺∞　工つ　　コ　申颯　　目十КＫ　　　ｏ一８　　∞８　　一ト

ＮＮ一　工０　　コ　中颯　　Ц十ｋＫ　　　マ０８　　∞８　　∞ヽ

■●一　工「　　コ　中颯　　目十Кκ　Ｎ‐Ｓ８　　ｏ８　　トト

一∞　ｏｍ　　　　響墨　　目十Кκ　　　い０８　ｏ∞あヽ　３
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軍似翠ｅむ桑恒申椰↓〓饉（コＥＱ】．暉申願＝年二Ｅｃ．恒申暉＝侵ｉＥ。

率Ｋ麟コｏ．出К喘駆綺題●●０．嘔Ｋ嘔さｏ．馨＜嘔“０．恒綸佃目中組ｉ一中輝量響３●

尽̈く中響翠量薫主

γ（ＥＥ）瞑お●韓叩暉

¨申　」、いヽ

Ｌ＝お麟　＼撃ロQ=

=ド

中颯
中颯

申燿
重
譴

士†い口　　ｏ‐００̈●　００１一ヽ　０一卜”

凛トロ　　ｏ１３８　一∞よ　ヽいＲ｝

凛トロ　　　”●８　”∞あヽ∞Ｒ”

苺トロ　　　Ｎさ０　ゆ一あヽ　ＮＲ¨

凛トロ　　　　リ０８　一０１めヽ　｝Ｒ一

燿́樹繊ヽ　卜””　工■　　α　中ヨ

ーーーーーー「「ｏ ｌ「‐‐‐劃ロー

ト０　●∞　　　　響曖

Ｎ一一　ｏ∞　　　　響曖

一０一　ｏ∞　　　　響曖

ヽいコ

ヽいリ

ヽいコ

ヽいコ

０∞―一ヽ

一∞―めヽ

一トー一ヽ

０一―一ヽ 8 88E

０””　コＥ。

一”Ｎ　コＥ。

∞”Ｎ　コＥｃ

Ｏ∞一　コＥ。

∞””　コＥＱ

一ｎ”　コＥ。

（口偉饉）∞斜　コＥ。

∞∞　̈コＥ。

（型偉饉）”６Ｎ　コＥ。

ゆ∞一　コＥ。

卜一一　コＥ。

一０∞　コＥＱ

００Ｎ　コＥα

一一｝コＥ。

ｏｎｏ　コＥ。

０一”　コＥ。

一い　̈コＥ。

一０中　コＥ。

∞い一　コＥａ

Ｎ∞∞　コＥ。

一ｏ一　コＥ。

一卜一　コＥ。

（型仕饉）∞〓　コＥ。

卜一一　コＥ。

一０”　コＥ。

∝中暉↓侵

∝中■＝侵

“中目↓揮

“申暉↓颯

∝中暉＝颯

∝中暉↓颯

∝中暉↓颯

∝中■↓標

∝申朦↓颯

コ中椰↓侵

コ中暉月毎

コ中鰤↓侵

コ中暉↓侵

コ中暉↓侵

コ中國＝昼

コ中朦↓侵

コ申■＝損

コ中■↓侵

コ中日↓侵

コ中椰↓侵

コ中暉刊毎

コ申朦＝〓

コ中■＝侵

コ中堅＝颯

コ中野＝颯

草ヽい　　　　ヽ　　　一　　●劇

〓ヽい　　　∞０８　ｏ一占キ０あ

〓ヽヽ　　　一３●　卜一あヽ∞あ

〓ヽい　　　一８●　一ｏあヽ卜あ

■ヽト　トＴ３８　一∞あヽ０あ

凛ヽい　　　∞一８　ｏ卜あヽいこ

草ヽい　　Ｎ‐８８　８あ　ヽマ〓

〓ヽい　　Ｎ１３８　ｏＯよ　ヽ∞あ

〓ヽ卜　　　↑　　　■８　Ｎあ

〓ヽい　　　一　　　　い　　一あ

苺ヽ卜　　一１９８　一一↓ヽ一３

苺ヽヽ　　　●̈８　∞̈寺ヽ　ｏ８

〓ヽい　　　０一８　一卜あヽ　∞０∞

〓ヽい　　　８̈ｏ　ＮＯあ　ヽ卜８

凛ヽ卜　Ｎ‐８８　”一占ヽ一８

■ヽい　　　ＯＮ８　一０あヽ　い０∞

凛ヽ卜　●‐９８　ｏＯあヽ８ヾ

■ヽい　０１９８　８あヽ一８

■ヽい　　　０８ｏ　●０あヽＮ８

苺ヽい　　　Ｎ０８　ｏＯあヽ　３∞

苺ヽい　　　０一８　ｏ∞よヽ８∞

苺ヽ卜　　　一３ｏ　８占ヽ　ＯＲ

蒸ヽい　　　一８ｏ　ｏ一占　ヽ∞Ｒ

苺ヽ卜　　　↑　　　∞８　卜Ｒ

苺ヽ卜　　”‐↑　　　∞８　ｏＲ

9ヽ●
■

9■
ゆ
"0ゆ

9ヽ999ヽ
N―

●
●

0‐
0∞

N000‐
ゆ
―
奎
民
醤
ミ
駕
焉
爵
民

:民
§
罵
壺
爵
ミ
ミ

」
」
コ
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」
コ
」
」
」
」
」
」
」
ゼ
ゼ
ゼ
ゼ
ゼ
だ
ゼ
だ
ゼ
ゼ
ゼ
だ
だ
だ
ゼ
ゼ

EEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEE

∝中膵↓侵饉ヽ黙口ヽ　　一８〇　一Ｎ■く∞３一

∝中椰↓颯嗅ヽヽ日ヽ　■―ス受）∞∞よヽ　卜３¨

∝中暉↓侵にヽ黙口ヽ　　↑　　　↑い↓ヽ０３一

∝中暉↓颯Ｌヽ黙口ヽ　”‐３８　一０↓ヽいお一

α中■↓颯　日ヽヽ口ヽ　一‐８８　〇一―一ヽ　一お一

α中■↓擦饉ヽヽ日ヽ　め１８８　一ｏ４ヽ∞お一

∝中暉＝侵日ヽヽ日ヽ　中１８８　８↓ヽ　Ｎお”

α中■＝寝嘔ヽヽ口ヽ　　∞８０　Ｎ∞↓ヽ　〓ロ

α中■＝〓日ヽヽ日ヽ　一―
，

８　０∞↓ヽ０お〕

α中暉＝颯嗅ヽヽ日ヽ　ト１０８●　０∞↓　ヽｏ８一

α中■↓橿饉ヽ黙口ヽ　一‐８８　０卜↓　ヽ∞８一

∝中朦↓颯瞑やヽ日ヽ　ＮＩさ８　Ｎい↓ヽおロ

α申■↓寝口やヽ口ヽ　卜‐ら８　∞０あヽ一８¨

∝申朦↓侵にヽヽ日ヽ　　∞８●　∞ｏあヽ　い８一

∝申■↓侵嘔ヽヽ口ヽ　∞‐
，

８　ｏｏあヽ●８”

∝中■↓颯日ヽヽ日ヽ　い―劇８一　〇０あ　ヽＮ８”

α中椰↓颯饉ヽヽ日ヽ　ＮＩさ８　００あヽ　こロ

α中椰↓颯にヽヽ日ヽ　マ１３８　ｏｏ占ヽ０８”

∝中■↓颯瞑ヽヽ日ヽ　い―ミ８　り０あヽ∞Ｂ”

∝中椰↓侵日ヽヽ口ヽ　∞‐”８　い０あヽ卜３一

α中暉↓橿日ヽヽ日ヽ　　∞８●　∞一島ヽ一８一

∝中朦↓樫眠ヽヽ日ヽ　”１８８　８占ヽゆ３”

∝中椰↓颯曖やヽ日ヽ　　８８　８あヽ一Ｂ〕

∝中澤＝颯瞑ヽヽ口ヽ　｝‐３８　め０あヽｏＢ〕

α中■↓〓日ヽヽ日ヽ　０１↑　　　０̈あヽＮ８一

α中暉＝颯日ヽヽ口ヽ　ｏ‐卜８〇　一∞占ヽ　”３”

α中■↓〓嘔ヽヽ口ヽ　一‐一８一　０∞あヽ０３一

α申■＝縄嘔ヽヽ日ヽ　０１一８●　０∞あヽ０３一

∝申暉＝橿にヽヽ口ヽ　い‐８８　一∞あヽ∞３一

∝申日＝侵瞑ヽヽ日ヽ　　■８〇　一∞あヽ　ヽ９

∝申椰↓颯にヽヽ口ヽ　０‐８８　一∞あヽ０３一

∝中■＝颯口ヽヽ口ヽ　∞‐３８　一∞あヽゆ３一

∝申日↓侵Ｌヽヽ口ヽ　一‐３８　マ∞あヽ一３¨

∝申朦↓颯瞑ヽヽ口ヽ　一‐５８　マ∞あヽい３一

∝中朦↓橿にヽヽ口ヽ　中‐８８　一∞あヽ剣３一

∝申朦＝侵Ｅヽヽ口ヽ　”‐３８　∞卜占ヽ　一３”

∝申朦↓颯にヽヽ口ヽ　〕‐８８　トト占ヽ０３¨

α申朦↓侵眠ヽヽ口ヽ　”‐３８　いヽあヽ０８一

∝申■↓侵Ｅヽヽ日ヽ　●１８８　守卜あヽ∞８一

∝申■↓侵にヽヽ日ヽ　∞１８８　
，

卜∴ヽおロ

∝申朦↓颯瞑やヽ口ヽ　　Ｎ８一　守一あヽ０３一

∝中暉↓侵疇ヽヽ口ヽ　∞‐一８ｏ　Ｎ一３ヽい８一

∝中■↓颯口ヽヽ日ヽ　　一８ｏ　一ｏ３ヽ●８一

∝中暉＝侵Цヽヽ日ヽ　一―８̈０　∞ゆあヽ一３一

∝中騒↓颯瞑ヽヽ日ヽ　　一８●　∞りヽ）０３一

∝中■＝颯日ヽヽ日ヽ　　一Ｔ
，

∞？８∽　０お一

∝中朦↓毎曖ヽヽ日ヽ　側―一　　　一３　∞お一

響　　瞑口ヽレ　　　｝８０　８占ヽ　ｏＲ¨

導墨　　　叩澤　　卜一＝お綺

一一一

゛ミ
ＯＮ一

０一一

０卜Ｎ

Ｏ●０

卜一一

”∞∞

０一一

Ｎ卜Ｎ

ＯりＮ

Ｎ一∞

¨Ｎ∞

０マ劇

一０一

卜ＯＮ

卜Ｎ∞

〓０一

い∞Ｎ

∞∞Ｎ

倒ＯＮ

トトＮ

０００

一一一

ＮＮＮ

一０一

∞■Ｎ

，

ＮＮ

Ｏ卜Ｎ

ｏｎ∞

ｏｎ一

一卜一

〇０一

一ＮＮ

ＮＯ劇

０〇一

劇∞Ｎ

∞∞∞

ＯＮ劇

０卜Ｎ

ＯいＮ

ＯゆＮ

Ｏ一〇

■一Ｎ

∞一Ｎ

ｎｏＮ

一０一

〇０一

ＯＮ一

ＮＯ∞

〓０一

ＮＯ¨

γ（ＥＥ）戻走

α申■↓侵日ヽヽ口゛　０‐〓８

α申朦↓侵嗅ヽヽ日ヽ　０１■８

α申朦↓颯日ヽヽ日ヽ　ＮＩミ８一

α卓朦↓根口ヽヽ日ヽ　一ＩＮ８０

ｃ中■↓寝瞑ヽヽ日ヽ　●―↑

∝中■↓姜饉ヽヽ日ヽ　〕―一

∝中■↓極饉ヽ黙口ヽ　　８８

∝中■↓撻にヽヽ日ヽ　　卜８ｏ

コＬ■↓趣饉やヽ日ヽ　　い

コ中■↓樫にヽヽ日ヽ　∞―お螢一

コ中■↓揮眠ヽヽ日ヽ　劇１３８

コ中■↓颯饉ヽ黙口ヽ　Ｎ‐ミ８

コ中■↓撻Ｅヽヽ口ヽ　一‐Ｎ８

コ中■↓侵日ヽヽ口ヽ　Ｎ，９８

コ中■↓颯嗅やヽ口ヽ　一‐９８

コ中■↓颯口ヽヽ口ヽ　Ｎ‐８８

コ中椰↓偉日ヽヽ口゛　”‐８８

コ中■↓颯日ヽヽ口ヽ　　ｏ８０

コ中暉＝寝にヽヽ日ヽ　ＮＩ〓８

コ中■＝颯日ヽヽ日ヽ　∞―
，

８

コ中■↓趣日ヽ黙口ヽ　一‐８８

コ中暉↓颯Ｅヽヽ日ヽ　Ｎｌ８８

コ中■＝侵嘔やヽ口ヽ　Ｎ‐３８

コ中■↓趣日ヽヽ口ヽ　　一８０

コ中暉＝趣疇やヽ日ヽ　一１８８

Ｊ中暉↓橿Ｌヽヽ日ヽ　一１８８

コ中■↓擦田ヽヽ日ヽ　一１８８

コ申■↓颯口ヽヽ口ヽ　　ヽ

コ中■＝〓眠ヽヽ口ヽ　　一８●

コ中■↓颯にヽヽ日ヽ　ＮＩ∞８●

コ中■↓侵颯ヽヽ口゛　”‐８８

コ中暉↓颯瞑ヽヽ口゛　一‐ら８

コ中謳↓颯にヽヽ日ヽ　　一３一

ョ中朦↓颯瞑ヽ黙口ヽ　　一８０

コ中椰↓樫Ｌヽヽ日ヽ　い１３８

コ中■＝侵口ヽヽ口ヽ　Ｎ‐３８

コ中願＝侵口ヽヽ日ヽ　トＩＲ８

コ申椰＝毎嘔ヽヽ日ヽ　●ＩＲ８

コ中■刊毎にヽヽ口ヽ　∞‐３８

コ中暉＝颯Ｅヽヽ日ヽ　∞１８８

コ中■＝毎眠ヽヽ日ヽ　∞１８８

Ｊ中朦＝侵Цヽヽ日ヽ　い―劇８０

コ申膵↓颯瞑ヽヽ日ヽ　一１８８

ヨ中朦↓侵瞑ヽヽ日ヽ　ＮＩ”８０

Ｊ中堅＝程眠ヽヽ日ヽ　一―∞８０

コ中堅↓毎眠ヽヽ日ヽ　∞１８８

コ中朦↓侵口ヽヽ口ヽ　Ｎ‐さ８

コ申暉↓毎Ｌヽヽ口ヽ　Ｎ‐３８

コ申朦↓毎嗅ヽヽ日ヽ　　一一８

コ中■＝毎嘔ヽヽ日ヽ　¨１８８

コ申■↓颯Ｌヽヽ日ヽ　　一８ｏ

コ申暉引颯Ｌヽヽ日ヽ　　い０８ EEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEE[EEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEE

導景　　　響澤　　卜一■
，

麟

、、一、　一〓

＼尊口　ｏ¨

一一〇　　　ＯＮゆ”

一｝０　　　いＮい一

一一０　　　一Ｎｎ一

一一０　　　一ＮＯ”

一一Ｏ　　　ＮＮゆ”

一一〇　　　ＯＮ崎一

∞００　　　０¨Ю一

Ｄ●０　　　∞一ｎ｝

↑↑―¨´ヽ　一一一一

０一―一́ヽ　∞一マ一

８↓ヽじ〓

０一―一ヽ　０●一｝

●一―マヽ　い０一一

●０１●ヽ　マ一マ一

０一―一ヽ　∞一一一

∞̈―やヽ　Ｎ一一一

３４ヽこ〓

一∞―一ヽ　　０一一｝

０∞―一ヽ　一０一｝

一∞―一ヽ　　∞∞一｝

０∞―一ヽ　　卜一一｝

●∞―一ヽ　　０∞一｝

●∞―●ヽ　い一一一

Ｎト　ー一ヽ　ヾめ
，

一

一ト　ーマヽ　０一一¨

一トー一ヽ　Ｎ∞一一

０トー一ヽ　　一∞一一

一い―一ヽ　　∞劇ヾ一

一０１０ヽ　　卜Ｎヾ¨

００１∞ヽ　　ＯＮヾ”

００１∞ヽ　　りＮヾ一

〇０１いヽ　ＯＮ一”

卜一１０ヽ　∞Ｎ■｝

卜一１０ヽ　ＮＮ一｝

０一―一ヽ　ＯＮ一一

０一―∞ヽ　０■̈一

り０１一ヽ　∞一̈一

哺０１０ヽ　卜｝マ一

０∞―一ヽ　０一一一

一∞―∞ヽ　　”一一¨

一∞―∞ヽ　一一一¨

０∞―一ヽ　　一一一”

∞∞１０ヽ　　Ｎ一̈｝

∞∞１０ヽ　０■̈”

０∞―一ヽ　００ヾ”

一∞―一ヽ　∞０一一

一∞―一ヽ　　０〇一｝

●∞―∞ヽ　ゆ０一一

一∞―一ヽ　　一０一一

Ｎ∞―一ヽ　　０〇一一

０ト　１０ヽ　　一０一一

いトー∞ヽ　　０〇一一
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や彗　　　　　　　　　　蒸古ｚ　押興　　●量　　　　　騒ロ』解●い日

崚怪

選榊′やヽ“∞螢∽おヨ当０

褻侵榊―瞑榊

Ｅ■ＣＤ一３∽Ｎ●３∽

′でヽ“一
，

コ∽

Ｋ♀♀いヽい０コ∽∞市工０

Ｋ匝壼壼Ｎトコ∽

↑■ヽＨ知エ

中翠　　　　　口降

中響　　　　　Ｆ降

↑中颯　　　　　に降

響目　　　　↑ユヽいコ

颯　　　　　工ヽヽ

中暉＝相　　　↑瞑ヽヽ口ヽ

中択　　　　Ｌヽヽ日ヽ

中颯　　　　Ｅヽヽ口ヽ

響晏　　　　　ユハハ＝

中響　　　　　口降

中響　　　　　口降

響晏　　　　　Цくか

中響一目　　　　車坤く

響口　　　　↑〓い■

響■　　　　↑〓い■

ロ　　　　　エヽい

響ロ　　　　　エヽヽ

颯К　　　　Ｅヽヽ日ヽ

糧劇娯ヨ摯　　Цやヽ口ヽ

響口　　　　　↑〓ヽト

●澤　　　　　〓ヽト

響艘　　　　　●口κ十

響晏　　　　　ＥＫ十

中膵＝州　　　目十КＫ

響口　　　　　苺トロ

中●　　　　　ユトロ

中口＝州　　　ハいヽレ

歯一　　　　　　回ヽＨ

颯　　　　　騒ヽト

００　い０１めヽ

００　い０１∞ヽ

０一　　い０１一）

００　　い０１∞ヽ

００　　い０１一ヽ

００　　　い０１０ヽ

８　一？早

一一　　い０１めヽ

８　り０１等

一一　　一０１めヽ

００　　い０１０ヽ

００　　い０１めヽ

０一　　い０１めヽ

００　　い０１０や

００　　い０１”ヽ

００　　い０１一ヽ

Ｏｏ　　ｎＯＩ”ヽ

０〇　　一０１∞ヽ

０一　　い０１めヽ

０一　　い０１めヽ

０一　　０一―めヽ

００　　いＯｌ一）

０一　　い０１∞ヽ

８　ｎｏあ）

０一　　〇０１∞ヽ

０一　　い一１めヽ

００　　い０１０ヽ

０一　　い０１めヽ

００　　い０１めヽ

Ｏｏ　　ｎ一―∞ヽ

一一　　い０１めヽ

０一　　一一１０や

０〇　　一０１∞ヽ

００　　い０１めヽ

０一　　い０１”）

０一　　一一―めヽ

０一　　一一―めヽ

一一　　い０１∞ヽ

ＯΦ　　い一―一ヤ

０一　　０一１０や

０一　　り０１∞）

０一　　０一―めヽ

０一　　一一―めヽ

０一　　い０１”ヽ

０一　一？平

０一　　い０１一ヽ

０一　　一〇１一）

０一　　い０１めヽ

０一　　い０１めヽ
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豪悩榔Ｋ里桑卜牟いヽ一ヨ∽

曖Ｓ卜？馨響彗瓢

‘♀♀いヽ０９コ∽＝ＯＴコＥＱ

曖榊

■♀♀お“２３∽

颯
中釈

標Ｎ娯ヨ摯

中椰↓侵

薔誕
中択

響艘

凛ヽヽ

Ｅヽヽ口ヽ

Ｅヽヽ口ヽ

日ヽヽ日ヽ

〓ハト

エネト

↑ＥＫ十

眠十Кκ

晨ホ　　　　　　２　仰欄

.l<Ef r ',
5@

響喫　　　　　眼くか

中椰引侵　　　　眠くお

中■引州　　　　Цくか rr●
 l

い０＝。ｏ∞

Ｋ匝型∞劉∽

ＮＯ＝。●∞

一　‐　　　響曖　　　　　ユヽヽ

Ｎ　↑　　　颯　　　　　〓ヽい

）　に　　中暉↓与　　　日ヽヽ口ヽ

中　‐　　　響晏　　　　　鷹トロ

一■喘尽颯く

¨一Ｔ当Ｅ。

Ｋ匡Ｎ卜〓コ∽

ＫＤ“一８コ∽

ＫＥ壼壼ヽ口３∽

Ｋ匝Ｎり０コ∽

Ｋ３↓一”コ∽

０１〓０

０１〓０

０１〓０

０１¨一〇

〇１”一〇

０１〓０

０１〓一

０１一一一

０１〓０

０１〓０

０１〓０

０１〓０

０１〓０

０１〓０

０１〓０

０１一一〇

０１〓●

０１〓一

０１〓一

０１〓０

０１〓０

０１〓０

０１〓０

０１〓一

０１〓０

０１〓０

０１一｝０

０１一¨●

０１〓●

０１〓●

０１〓０

９一５

０１〓一

０１〓０

０１〓０

０１〓０ 333333888333888883833333333333383333 ∞　０　　　颯　　　　　凛やヽ

Ｎ　Ｏ　　　颯К　　　　にヽヽ日ヽ

一　コ　　中■雪相　　　Ｌヽヽ口ヽ

一　∝　　中＝ロ　　　ロヽヽ口ヽ

一　α　　中椰＝颯　　　眠ヽヽ日ヽ

中　コ　　　中駅　　　　車トロ

”　“　　中＝彗侵　　　　トロ

一　　‐　　　響ロ　　　　　エハハ＝

一　　‐　　　響晏　　　　　凛ハハ＝

褻榊′でヽヽ∞Ｓ∽

ξ怪Ｋ゛“∞コ∽

せ暉戻饉却コＫいヽ∞Ｄ∽一９＝響せ中■

Ｋおヽ∞コ∽０９＝馨量中椰

崚撻

瞑悩榊Ｋヽヽ一３コ∽

瞑贅榊Ｋおヽゆ８コ∽

Ｋ匝測０コ∽

Ｅ〓Ｓｎ一３∽ＮＯコ∽

瞑榊マ́３■■３名〓コ∽

中択　　　　日ヽヽ日ヽ

中椰＝＝　　　Ｅヽヽ口ヽ

中椰＝損　　　Ｅヽヽ日ヽ

中暉↓与　　　Ｅヽヽ日ヽ

ヨ　　　　　　やヽレ

中釈　　　　　ヽヽレ

中ヨ　　　　　ヽヽレ

襲輝　　　　　車ハト

響口　　　　Ｅ十Кκ

撃晏　　　　Ｅ十Кκ

０一　　い０１∞ヽ

０一　　い０１めヽ

０一　　　ＤＯＩ”）

００　　　ゆ０１めや

０一　　い０１０ヽ

０一　　一〇１めヽ

００　　い０１∞ヽ

０〇　　一０１一ヽ

一０　　い０１∞ヽ

０一　　Ｄ一１０ヽ

０一　　０一―”）

。既雨掏Ｋ憔鬱尽く中雪ｅｕ掃雇流（菓楓へヽヽ卜くヽ同）せ躙Ｓ総響撫　憔８翡
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¨　●　　　嶋薔　　　　凛ヽ「“゛

副Ｋや長トニ　　　　い　と　　　中響　　　　　口降

副‘　　　　　　”　　　　　中響　　　　　口降

豪榊　　　　　　一　　　　　響橿　　　　↑菫ヽハＲ

∞Ｎ　↑　　　颯　　　　　車ヽも

ξ怪　　　　　　　̈　　　　　響口　　　　　車ヽヽ

曖怪　　　　　　　̈　　　　　響■　　　　　ユヽい

褻贅．Ｋいヽいあコ∽ヽ黙レ　¨　に　　中＝腱毎　　　　車ヽい

曖悩．Ｋヽ↓一高コ∽やヽレ　”　に　　　中暉巾　　　　諄ヽい

刺ヽヽ日ヽ

瞑十КＫ〉゛中鶏
輩檀

署■　　　　　　　　　　　　　”　　　　　颯岬凛山Ｘ襄

よ饉寺

聾□』ｒ●い日ヽ囃ぽ

撃

烈ポ♀♀菫■¨

Ｋ匝製ヽあ

ヘ　ー　　　中黎　　　　椰Ｋ■匝

一　‐　中挙摯量曖　　　↑〓ヽヽ

副Ｋいヽ∞Ｓの

副■♀♀おヽ∞ヨ∽

ゆｑ””コＥ。

撃　　Ｋ匝世壼却い０コ∽

Ｋいヽい０コ∽

い０翠選Ｆｅκキ

ｃ一　０　　　中■　　　　●Ｋ■Ｅ

”　‐　　　響壺　　　　　製ＥＫ

¨　‐　　　響曖　　　　　●諄ヽヽ

一　‐　　　響晏　　　　　↑碑ヽヽ

め　↑　　　颯　　　　　苺ヽヽ

一　コ　　　中颯　　　　日ヽヽ口ヽ

一　コ　　中椰＝侵　　　Ｅやヽ日ヽ

一　　―　　　響曖　　　　　↑瞑Ｋ十

一　コ　　中暉州毎　　　↑饉十Кκ

¨　コ　　中暉＝橿　　　↑Ｅ十ｋκ

¨　コ　　　中駅　　　　　篇トロ

¨　‐　　中響ｒ鵬　　　口ふヽ日

■♀♀３↓∞ヨ∽Ｅヽヽ日ヽ 責
事



や事票ホ２　仰欄　　垣量ほ椰」解　・い日　潔

↑日ヽヽ口゛壼囁”

褻Ｓ

一¨＝ａ。∞

０一＝●●ｍ-3-―
nト

l●
 14r'と

ヨ
中響

中響
中ヨ

響騒
颯

響ロ

崚０撃

口降

口降

■ヽい

直「く

〓ヽい

草ヽヽ

↑Ц十卜０世簑ｒ

ｅヽヽレ　　　Ｋ００お↓０あコ∽

ＫＯ
，

おも∞ョ∽

副＜おや長世長ｒ

Ｋ回型〓コ∽ふいヽレ

”　↑　　　菫　　　　　瑯徴Ｋ

Ｎ　‐　　　中響　　　　　口降

∞　一　　　颯　　　　　車やヽ

中　に　　　申択　　　　　ユＶヽ

中　に　　中暉巾　　　　直Ｖヽ

ｏ　一　　　颯く　　　　にヽヽ口ヽ

一　　‐　　　響晏　　　　　直ヽハーー

黎お■●扇ａ

″でおヽ〓コ∽

ｒ‘ｒＫ
，，

いヽ卜一コ∽

Ｎ一”。●∞

副‘

●　●　　　ヨ　　　　　姜０米

０　こ　　　中響　　　　　口降

Ｎ　‐　　　中響　　　　　口時

”　‐　　　中響　　　　　ＮＥＫ

一　‐　　　中響　　　　　製ＥＫ

め　‐　　　中響　　　　　製ＥＫ

Ｎ　‐　　　響曖　　　　　諄ヽト

”　ビ　　中■＝侵　　　　諄ヽト

Ｎ　‐　　　響曖　　　　　日くト

一　‐　　　響晏　　　　　目くわ

一　コ　　中暉＝侵　　　　目くお

０マ　一　　　颯　　　　　〓ヽヽ

Ｎ　Ｏ　　　颯К　　　　日ヽヽ日ヽ

一　コ　　中＝ロ　　　ロヽヽ日ヽ

”　コ　　　中択　　　　日ヽヽ日ヽ

一　コ　　　中颯　　　　日ヽヽ口ヽ

一　∝　　中■＝極　　　日ヽヽ口ヽ

一　コ　　中■↓侵　　　日ヽヽ口ヽ

一　コ　　中■＝引　　　日ヽヽ日ヽ

｝　一　　　颯Ｋ　　　　↑やヽレ

寺　一　　　■澤　　　　　〓ヽト

Ｎ　‐　　　響晏　　　　　車ヽト

Ｎ　‐　　　響曜　　　　　ＥＫ十

Ｎ　‐　　　撃晏　　　　　Цκ十

一　コ　　　中覇駆　　　　Ｅ十КＫ

一　コ　　　中択　　　　口十Кκ

↑瞑ヽヽ日ヽ里押測

ｍヽヽい

くヽ、い

副冬
副冬

曖榊
曖抑

冬♀♀さ↓い０ョ∽

Ｋ５“∞劉∽

二おヽヽ館コの

Ｋ♀♀ひ↓∞ョ∽

Ｋ♀♀お↓∞ョ∽

Ｋ
，

♀ヽ当∞ョ∽

Ｋ♀♀゛↓∞ョ∽

豪榊

崚撻―瞑撫

瞑榊―瞑Ｓ

ＫＥ型一３コ∽

′ヽお↓゛あコの

中椰ト

一　　こ

一　　　コ

撃

「卜いく

事５肛事聘

一　　　中事　　　　■■ｋ”

，　　　響曖　　　　●日市ヽお

‐　　　響ロ　　　　　エハふ＝

‐　　　響晏　　　　　苺ハハ＝

，　　中響劇爆　　　　
，
、いヽレ

‐　　　響晏　　　　　Ц■卜●

―　　　中響　　　　　回ヽＨ

ｎ卜　　０一―一ヽ

い卜　　●一―一ヽ

いい　　００１一ヽ

ｎ卜　　●０１一ヽ

い卜　　●０１マヽ

いい　　００１守ヽ

じい　　０一―マや

０い　８１平

０卜　８１平

０い　００１一ヽ

Ｄ卜　０一―一ヽ

い卜　０一―一ヽ

０い　０一１一ヽ

い卜　８１専

ｎ卜　一一―マヽ

ｎ卜　０一―マヽ

い卜　８１平

一卜　　０一―一ヽ

一い　　０一―マヽ

め卜　　●一―マヽ

い卜　　００１寸ヽ

じ卜　　Ｃ●―●ヽ

一い　　０一１一ヽ

ゆい　　０一１一ヽ

い卜　　０一―マ）

ｎい　　０一１一ヽ

ゆい　　０一―一ヽ

ｎ卜　　一０１一）

ｎ卜　　０一１一ヽ

ｎ卜　　一一―マヽ

ｎ卜　　一一―マヽ

い卜　　●０１一ヽ

い卜　　一一―一ヽ

い卜　　一０，嗜ヽ

いい　　０一―でヽ

いい　　００１一ヽ

いい　　００１一ヽ

いい　　００１一ヽ

じい　　０一―マヽ

ｎい　　０一―一ヽ

０卜　　０一―マヽ

ｎ卜　　●０１マヽ

一い　　０一ｌｔヽ

いい　　０一―一ヽ

い卜　　●０１寸ヽ

い卜　　一０１ヾヽ

０い　　００１守ヽ

ゆい　　０一―マヽ

ｎ卜　　一一―マヽ

や彗戻古２　押欄　　翠量騒”

れＦいヽ日報ヽＦ

頓
曖

S尋

ＫＥ却Ｒコ∽

豪榊
褻榊

曖榊
豪榊

‘
，，

３ヽい０コ∽

■０
，

いヽい０コ∽

瞑榊　　　　　　一

――――――――――――――副劇―――ＩＪ

副‘　　　　　　一
一

黙個　　　　　Ｋ♀♀　　　　　一
¨

豪Ｓ卜Ｔ工「　　　　一

壊榊　　　　　　一
一

Ｋ♀♀ヽ部〓コのハいヽレ　　一

ＫＥ却〓コ∽　　　　一

副‘　　　　　　一

〔
豪

III尋

豪榊で́いヽ”コ∽

曖榊

０ヽ０
，
　　　　一́、おま嶋マ“こ　　　　　一　　一　　　　中よ¨

冬ヽ当∞劉∽∞Ｔ暉尽颯Ｋ　一　コ　　中暉刊毎

Ｋ♀♀ヽ↓∞ヨ∽　　　　一　コ　　中暉↓＝

一　↑　　　３輝

褻尋　　　　　　Ｎ　‐　　　響曖

豪撫ＩＳ　　　　　∞　‐　　　響晏

■３↓（ｘ当ＯＮｏ２　　　一　コ　　中Ｈ曽年

＝一―やｏ∞　　　　　”　―　　　響晏

一　‐　　　響晏

↑‘ 、いやレ　　で́いヽ〓コ∽ハいヽレ　　　一　―　　中挙轟量ロ

そ３ヽトコ∽ハいヽレ　　　一　―　　　響曖

‘３“トコ∽
，
、いヽレ　　　Ｎ　Ｉ　　　響墨

■い“トコ∽卜Ｔ８∞　　一　―　　中撃Ｎ燎

副姜　　　　　　¨　‐　　　響曖

副冬　　　　　　Ｎ　‐　　　響晏

”劇じｍ　　　　　一　―　　　中学

口ヽ０

日ヽヽ口ヽ

眠ヽヽ日ヽ

車ヽト

〓ヽト

■ヽ沐

〓ヽト

篇トロ

ハいヽいヽもＲ

諄ハハ＝

苺ハハ＝

諄ハハ＝

心いヽレ

Ｅ■卜●

瞑■卜●

回ヽＨ

こ　　　中響　　　　　口降

中響　　　　　Ｆ降

中挙轟景曖　　　諄ヽいコ

響口　　　　凛ヽいコ

一　　　颯　　　　　凛ヽも

コ　　中■↓州　　　Ｌやヽ日ヽ

↑　　　彗澤　　　　　車ヽト

響喫　　　　　車ヽト

響晏　　　　　〓ヽト

申響ｒ娯　　　　ユハト

コ　　中田『州　　　　〓トロ

∝　　中椰＝標　　　　〓トロ

一　　　　　　響晏　　　　　〓い■　　一

一　　　　簑Ｎ娯ヨ菫　　日ヽヽ口ヽ　一

「　０　　　●輝　　　　　〓ヽ卜　　一

一　コ　　　中択　　　　　車ヽ卜　　¨

１■

Ｉ

Ｊヨ「―Ｉ

Ｊ＝

―

■

一　　　　　中響　　　　　に降　　　¨

一　と　　　中択　　　　　口降　　　¨

一　　　　　響晏　　　　↑諄ヽハＲ　¨

「　↑　　　口　　　　　〓ヽヽ　　¨

コ　　　中颯　　　　日ヽヽ日ヽ　¨

響晏　　　　　ユハト　　¨

響■　　　　　饉κ十　　¨

響口　　　　　〓ハ

，
、＝　　¨

∝　　中椰↓相　　　↑ハいヽレ　¨

↑　　　姻　　　　〓ヽＨコム　　¨

ａ　　中口■〓　　　コヽｌ
ｒェ

に　　　中駅　　　　車ヽいコ

ヨ　　　　　〓ヽヽ

一　　　■響　　　　　〓ハト

響曖　　　　　〓ヽト

占
お

お
お

占
占

占
ム

占
占

占
i主

主
主
主
i虫

虫
土
虫

il
８　い０１等

０一　い０１めヽ

０一　い一―∞ヽ

０一　い０１∞ヽ

０一　一一―一ヽ

一０　　い０１めヽ

一０　　ゆ一―めヽ

０一　　い０１０ヽ

０一　　り０１”ヽ

０一　　０一―∞ヽ

０一　　一一―∞ヽ

０一　　い０１いヽ

８　い０１早

０一　い０１めヽ

０一　一一―∞ヽ

０一　０一―∞ヽ

００　　　い０１一ヽ

０〇　　一一―めヽ

００　　い０１めヽ

０一　　一一―∞ヽ

０一　　　い０１∞ヽ

００　　い０１一ヽ

８　一？宰

００　　い０１めヽ

０一　　ＤＯＩめヽ

０一　　一一―めヽ

００　　い０１めヽ

Ｏｏ　　ｎＯＩ一ヽ

８　い０１等

一０　一一１０）

０一　一〇１０ヽ

０一　一〇１０ヽ

０一　り０１めヽ

一卜　一一―一ヽ

０ヽ　０一―一や

い卜　一０１一ヽ

い卜　一一―一ヽ

い卜　一一―一ヽ

０い　００１一ヽ

一卜　一一―一ヽ

い卜　一一―一ヽ

Ｄ卜　一一―ヾヽ

いい　０一―゛ヽ

い卜　一一―一ヽ

いい　０一―一ヽ

ゆ卜　　一０１マヽ

ゆ卜　　一０１一や

いい　　０一―やヽ
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にＫ

口降

製匝Ｋ

製匝Ｋ

製匝Ｋ

直ヽヽ

■ヽヽ

↑〓ヽハ択

ヽいコ

ＥＫト

Ｅくわ

〓い■

■ヽい

■ヽヽ

日ヽヽ日ヽ

Ｅやヽ日ヽ

Ｅやヽ日ヽ

日ヽヽ口ヽ

日ヽヽ

〓ヽト

苺ヽト

●目Ｋ十

日Ｋ十

↑ロキКκ

口十Кκ

ロキКκ

日前ヽか

かいヽ卜ヽいＲ

苺ハハ＝

苺ハ‘ 、――

口‘ヽヽ日

“一　●　　　中義

一　と　　　中択

くヽヽヽ　　　　　　　　　　　　　　Ｎ　Ｉ　　　響曖

くヽ、ヽ　　　　　　　　　　　　　　ｎ　ｉ　　　響晏

學照直ヽ日　　　　　副■　　　　　　一　コ　　　中颯

豪Ｓ　　　　　　¨　に　　　中択

豪尋　　　　　　｝　こ　　　中椰
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∝　一〓野↓　襲目　り８●　Ｏｆ尋

翼督紫目督０織　　　α　一〓椰↓　賣】　ｏ一８エドイ８よヽ

ｃ　一〓隔＝　＝暉　Ｎ８一　　一８

に製翼郡日畑　　　∝　一〓鰤＝　＝暉　０８̈　　９８

Ｊ　一〓暉↓　　　　　り０８（Ｎ）卜甲専

コ　一〓隔州　　　　　ゆ〕８　一∞↓ヽ

コ　０〓Ｆ刊　　　　　いさ０　０７平

翼督目督ｒ織　　　コ　一〓椰＝　　　　　０３ｏ　ｏ？ヾ

翼督業目督０搬　　　コ　一〓椰Ｈ　Ｅ目　

，
３一　ｏｆ翠

コ　０〓椰↓　■目　一３一　ｏｆヽ

Ｌ製輝督旧畑　　　コ　∞〓椰↓　■目　一３一　ｏ７゛

翼督目督ｒ織　　　コ　０〓椰↓　　　　　０８ｏ　ｏと８

０　　コロエ　　　　　　　ｃЯヒ　　ｃｃＩｃヽ

■　〓Ｆ引　　慶目　〓８　ｏｆ゛

一ｏ〓ｂＮ〓　　　　と　〓Ｆ引　　　　　一８̈　　∞８

ヨ　一ＥＦ卜　　　　　一８●　一Ｔマ

Ｊ　ＯＥ椰卜　　　　　Ｎ８ｏ　一Ｔ撃

コ　ｏＥ椰卜　　　　　Ｎ８ｏ　ｏｆ翠

Ｊ　ヽ椰卜　　　　　Ｎ８●　∞Υ導

Ｊ　〓椰卜　　　　　ｏｏ８　一Ｔ♀

コ　〓椰ト　　　　　ト８●　一Ｔ平

Ｊ　ｓ肥Ｆ　　　　　８̈ｏ　ＯＩ゛

コ　留椰卜　　　　　Ｎ８ｏ　ｏ９翠

コ　ｓ椰卜　　　　　
，

８０　　●３

コ　ｓ暉卜　　　　　Ｎ８〇　　一３

一“　〓暉卜　　　　　ｏ８０　り？平

α　〓椰卜　　　　　一８０　０甲専

∝　〓椰卜　　　　　一８一　∞？等

〓　〓椰ト　　ロ【　Ｎ８一　卜？平

α　〓椰卜　　　　　Ｎ８ｏ　ｏ？平

∝　〓椰ト　　ロロ　ト８一　０甲平

∝　〓椰卜　　　　　８̈一　■
，

平

α　〓Ｆ卜　　　　　Ｎ８一　ｏΥ平

α　〓Ｆ卜　　　　　一８一　一Ｔ♀

“　〓暉卜　　　　　０”８　０？撃

Ｌ　〓暉卜　　　　　”８ｏ　　Ｎあ

∝　〓暉卜　　　　　一８ｏ　　∞８

∝　〓暉卜　　　　　一８０　　∞８

∝　〓暉卜　　　　　∞８ｏ　　一８

α　〓暉卜　　　　　０８ｏ　　∞８

コ　〓Ｆ卜　　　　　Ｎ８ｏ　Ｏ？Ｉ

コ　〓椰卜　　　　　一８０　∞Ｔ平

蝙ヨ樫轟　　　　コ　〓膵卜　　　　　Ｎ８ｏ　Ｏ？早

コ　〓椰ト　　　　　ト８ｏ　Ｏ？平

“　Ｅ椰卜　　　　　一一８　　一３

●　〓膵卜　　　　　∞り８　　∞８

コ　〓椰ト　　　　　ト８ｏ　　∞８

ヾ“口一Ｓ３【混ヱ員】じ黒編器“　Ｈキ　惚避判ヽヽヽヽ憔お翡

“　雇師引　　　　　卜８ｏ　　ｏ８

“　ＮＦ引　　　　　マ８０　　∞８

“　〓椰引　　　　　卜８ｏ　ｏｏｌ平

“　〓膵↓　　　　　”８一　∞ｆ平

“　〓椰↓　　　　　●８０　　∞８

コ　〓椰引　　　　　り０８　一Ｔ尋

コ　Ｎ〓椰↓　興口　∞０８　ｏ７ヾ

コ　Ｎ〓膠刊　　　　　一〇８　ｏ？ヾ

Ｌ　”〓椰引　腱目　∞Ｎ８　ｏｆ平

∝　〓̈椰引　　　　　一５ｏ　Ｏ？平

“　〓̈椰＝　瞑目　∞８ｏ　ｏ？翠

“　゛Ｌ椰↓　腱］　一るＯ　ｏｆ翠

コ　でＬ椰＝　　　　　Ｎ８ｏ　Ｎｆ導

∝　Ｏα椰Ｈ　　　　　一８ｏ　Ｏ
，

■

コ　ｏＯ隔＝　　　　　０８ｏ　ｏ？ギ

∝　Ｎα椰↓　　　　　０８ｏ　卜■翠

α　Ｎα隔＝　　引暉　一３ｏ　　り８

コ　Ｎα隔円　　　　　０８ｏ　　∞８

∝　Ｅ師鋼　　　　　―　　　―

増　　　　　　∝　０椰引　旧トロ暉一８ｏ　ｏ甲早

署　　　　　コ　０椰■　　　　　一８ｏ　ｏ
，

早

↑“　８】Ｆ■　　　　　一８ｏ　０７尋

“　９椰↓　　　　　”８ｏ　一？平

コ　９椰↓　　　　　Ｎ８０　卜Ｔ平

コ　色椰↓　　　　　一３ｏ　ｏ？平

∝　Ｓ椰■　　　　　　１　　一Ｔ専

∝　ＳＦ引　　腱ロ　ト８一　０甲等

∝　ｓ野↓　　　　　０８ｏ　Ｎ？撃

Ｌ　ｓ野↓　　　　　０一８　０ｆ平

α　ｓ椰↓　　＝暉　Ｎ一８　　０８

コ　製Ｆ鋼　　　　　一〇８　ｏ？平

コ　ｓ膵＝　　　　　り８ｏ　　一８

∝　〓野＝　　　　　り８ｏ　Ｏｆヾ

∝　〓椰＝　　＝暉　０３一　　一３

∝　〓椰↓　　　　　０８０　　∞８

∝　〓Ｆ↓　　＝暉　一９ｏ　　０８

∝　〓椰＝　　＝暉　　１　　８ｏ

Ｊ　〓椰＝　　　　　”８ｏ　”Ｔ導

Ｊ　〓椰↓　　　　　８̈ｏ　ＯＴ専

コ　〓椰Ｈ　　　　　　‐　　マ■専

コ　〓Ｆ↓　　　　　一８ｏ　ＮＴ平

Ｊ　〓椰＝　　　　　０８ｏ　Юｆ平

コ　〓椰引　　ロロ　ｏ８ｏ　一？平

野Ｓヨ悟　　　　コ　〓暉＝　　　　　０８ｏ　　∞８

Ｊ　〓膵↓　　　　　一８ｏ　　∞８

Ｊ　〓暉＝　　　　　一〇８　　∞８

一　〓膵＝　　　　　ｏＮ８　　∞８
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第58表 シカ遊離歯 *1 咬耗指数(WI)は大泰司(1980)に よる。

遺構/ 遺物  層率   歯種  左右      萌出・咬耗 *1/備考

ク・リット・   Nc

008  0004     上顧m2 R
008  0033     上願m3  L

イ2-60 0005     上顎m3  L
イ3-41 0003     上顎m3  L
008  0040     上願m3  R

イ2-86 0001      上願m3  R
イ3-61 0006     上顎m3  R
イ2-89 0010     上顎 P2  L
イ2-65 0010 1層   上顎 P2  R
イ2-69 0001      上顎 P2  R
イ3-50 0015 ピット由   卜1薔P,  R

008-8 0059     上顎 P3  L
イ3-97 0007     上顎 P3  L
イ3-98 0007     上顎 P3  L 萌出初期

イ3-71 0005 1層   上題 P3  R
004  0126 Ⅱb層  上顎P4  L

イ2-89 0008     上願P4  L
イ2-69 0001      上顎P4  R
イ2-60 0004 Ⅱ層  上顎P4  R
イ3-93 0003     上顎P4  R
イ4-91 0002     上願P4  R 萌出末期

ハ1-26 0002     上顎P4  R
005  0077     上顎 M
008  0042     上顎M
008  0048     上颯M
008  1249A貼 床下  上顎M

イ3-50 0003     上顎M
イ350 0010     上颯M
イ3-50 0063     上顎M
イ3-80 0005     上顎 M
イ2-59 01103     上顎 M
イ2-69 1D05     上顎 M
イ3-71 ∞02     上顎 M
イ3-34 0002     上顎 M
イ4-62 0001     上顎 M
イ4-73 0001     上顎 M

L

L

L

L

L

L

L

L

R

R

R

R

R

R

M2と 同一個体 ?

イ3-50-OC106と 同一個体 ?

イ381-0000(M2)・ イ3-80-0005(M3)と 同一個体

イ2-6←0006イ 2-69-0010と 同一個体

イ3-84-0006と 同一個体 ?

イ3-93 0008      上uEM1/2 R
005  0077     上顎 M2  L Mlと 同一個体 ?
OC18  0036     上収 M2  L

イ3-50 0006     上顎M2  L イ3-50-∞ 10と 同一個体 ?
イ3-60 0012     上顎M2  L
イ3-65 0003     上顎 M2  L
イ3-81 0006      上顎 M2  L イ3‐80-0005(M2・ M3)と 同一個体

イ3-97 0010     上顎 M2  L イ3-97-0010(M3)と 同一個体

イ4-45 0001     上顎 M2  L
008  0039     上顎 M2  R

イ2-60 0006      上顎 M2  R イ2-69-00050010と 同一個体

イ3-42 0002 1層   上顎 M2  R
イ3-60 ∞01     上顎 M2  R イ3-61-0002と 同一個体 ?
イ3-72 1D06     上顎M2 R
イ3-73 0001     上颯M2 R
イ3-84 0006     上顎M2 R イ3-84-all12と 同一個体 ?
イ3-93 0008     上顎M2 R
イ3-72 0003     上彎買M2/3 L
イ2-69 0014     上顎 M2/3 R

∠な 09 0014     上顎 M2/3 R
008 0036 tEM3 L

{3-60 0009 .tEM3 L
,(3-80 0005 .t'lfiM3 L ls-80-0oos (Ml),{3-s1-ooo6(M2)&E-E*
13-91 0010 tEM3 L {3-97-00r0(M2)tE-EfF
'{4-13 0001 }EMS L

14-14 0002 tEM3 L
,Q-82 0008 tltrM3 L

12-69 0010 I l= tEM3 R {2-60-0006. {2-69-OOO5&F|-E*

'(2-88 0004 II lE .!'rEM3 R

13-40 filor .EllM3 R

,f3-6r q)02 -LtM3 R {3-60-OO0ltE-Eft?
008  -      上顎M  ,
S04  ∞01     上顎M  , 萌出初期

イ3-50 0004      上顎M  L
イ3-50 0004      上顎M  L
イ3-53 0006 1層   上顎M  R
イ3-80 0005     上顎M  R

イ3-95 ∞ 11     下顎ml  L
イ3-65 0003     下顎m2 R

遺構/ 遺物 層準  歯種  左右     萌出・咬耗 *1/備考

クリット・   No

イ3-77 1X103     下顎m3  R

イ3-50   0063

イ3-84 00112 表土

イ3-87   0004

イ3-95   0006

顎

顎

顎

顎

下

下

下

下

L

L

R

R

イ3-53 0001      下顎12  R
イ3-62 0005     下 顎 :3? R

イ3-81 0010     下顎 C  L
013  0019     下顎C  R

イ3-61へ
・
ルト0000 1層   下顎 C  R

イ225 0001     下顎P3  L
イ3-50 0004     下顎P3  L
イ3-65 0003     下顎P3  R 萌出初期

イ3-33 111102 1層   下顎P3  R
イ3-97 C1010     下颯P3  R
∞ 8  ∞ 48     下顆P4  L

イ2-69 0014     下顆P4  L
イ3-42へ

・
ルトlll106     下願P4  L

イ2-69 0∞ 1      下願P4  R
イ3-50 C1004     下顎P4  R 萌出初期

イ3-65 0003     下願P4  R 萌出初期

イ3-73 0002     下顎Mi  L W卜 4/5

イ3-88 111105 1層   下顎Ml  L W卜 5

イ3-93 0003     下顎Mi  L W卜 5

イ4-54 ∞ 02 1層   下願 Ml  L W卜 6

ハ2-21へ
・
ルトCllll11  1層   下顎Ml  L W卜 2

008  0018     下願Ml  R W卜 5

008  111158     下傾Ml  R W卜 3

イ267 0002      下猥Ml  R W卜 2

イ2-88 0006     下顆Ml  R WI-4/5
イ3-63 Clt103 1層   下碩M:  R W卜 5

イ3-65 0003 1層   下顆Mi  R Wi=5
イ3-77 0005 ■層  下顎 MI  R W卜 5

005  0044 覆土  下顎M2  L W卜 5

イ2-67 0003 ■層  下顎M2  L WI=6
イ350 0003 Ⅱ層  下顎M2  L Wi=5

イ3-61へ
・
ルト0006 1層   下顎 M2  L Wi=5

イ3-73 0002     下顎 M2  L W卜 5

イ3-80 0005     下顎 M2  L W卜 5

イ3-82 0004     下彎買M2  L Wi=6
イ2-79 0001     下顎 M2? ロ

008  00C14     下顎 M2 R Wi不 明

008  QXlフ  覆土  下顎 M2  R W卜 5

イ2-69 ∞ 14 Π層  下顎 M2  R W卜 57

イ3-60 m25 ]層   下顎 M2  R W卜 6

イ3-6: lX103      下顎M2  R W卜 5

イ3-73 tlCll16     下願M2 R W卜 6?

イ377 ∞ 09     下顎M2 R WI=6
イ3-95 ∞ 14 員麿中  下輛 M2  R M=6
イ2-60 0008 ■層  下顎 M2/3 L
イ3-72 0006     下1目M2/3 L
イ2-69 0001     下電買M2/3 R

イ3-60へ
・
ルト0011     下顎 M2/3 R 萌出中

イ3-80 0004     下顎 M2/3 R
イ3-81 00113     下願M2/3 R 繭出初期

イ2-69 ∞02     下瞑M3  L Wi=6
イ3-51 0X13 1層   下颯M3  L W卜 5'

イ3-61 all12     下顆M3  L W卜 6

イ3-72 0003     下電EM3  L Wl=フ
イ3-73 0002     下顎 M3  L 萌出中 ,未咬耗

イ3-80 000i     下彎目M3  L WI=7
イ3-93 1111118     下顎 M3  L W卜 5'

イ4-72 00∞      下顎 M3  L 萌出初期 ,未咬耗

008  ∞27 覆土  下顎M3 R W卜 3

008  :5788貼 床下  下願M3 R W:不 明

イ2-69 111115     下顆M3 R Wi=5
イ2-69 111111     下顎M3 R W:=6
イ2-80 0010     下顎 M3  R Wi=7
イ3-53 0001     下顎 M3  R 萌出初期 ,未咬耗

イ3-61 0002     下顎 M3  R W卜 5

イ3-61 0006     下願 M3 R W:不 明

イ3-73 01X16     下願 M3  R W卜 4.

イ4-53 0001     下顎M3 R Wi=4.
イ3-41 0001      下顎M  L 萌出中

イ3-73 0002      下顎M  R
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第59表 シカ・イノシシ遺体 (顎・歯を除く)

残存位置   左右 数 備考

イ3-34 0001  イノ

遺機/ 遺物  種類    部位
グリツド  No

イ3‐ 96 0004  イノシシ

イ4-82 0000  インシシ

イ4-93 0003  インシシ
イ3‐ 95 0010  イノシシ

イ4‐ 82 0013  イノシシ

イ3-99 0002  イノシシ

イ3-20 0002  イ′シシ
005  0009  イノシシ

008  0036  イノシシ
イ4-53 0004  イノシシ
イ3-00 003フ  イノシシ
イ3-75 002フ  イノシシ
イ3-75 0001  イノシシ
ー    ー   イノシシ
ー    ー  イノシシ
イ3-64 0001  イノシシ
003  1449  イノシシ

イ4-54 000:  イノシシ
イ4-7, 0019  イノシシ

関節結節   L
関節結節   L
岩様部   L
岩繊部   L
岩様部   R
岩様部   R
岩様部    R

頭蓋底    ―

後頭顆   いR
関節突起   L
関節突起   L
ほぼ完存   ‐

破片    ―

ほぼ完存   ―

ほぼ完存   ‐

ほぼ完存   ―

ほぼ完存   ―

破片    ―

破片    ‐

ほぼ完存   ―

L

破片

破片

破片

遠位端

骨幹破片

遠位端

遠位端

遺位端

骨幹破片

遠位端

遠位端

遠位端

近位端

近位端

近位端

近位端

遠位端

遺位端

遺位端

近位端

近位端

近位端

近位端

近位端

近位端

近位端

近位端

近位端

遠位端

近位端

近位端

完存

近位靖

近位端

近位端

完存

寛骨臼

腸骨

座骨

座骨

座骨

近位靖

近位端

骨幹破片

骨幹破片

骨幹破片

完存

完存

R
R
R
R

L

R
R
R

R
L

L
L

L

L

R

R
R

R

L

L

R

L

R
R

R
R
R
R
R
R

L

L

R
R
R
R

1

1

1

1

1擁
1

1

1

1幼獣

1

:

i

1焼
1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1擁
l

l

,

1

1 骨靖欠損

1未億合骨端のみ

,未億合骨端のみ

1

,

1

,

1

1

013  0009  イノシシ
イ3-99 0013  イノシシ
0:5  0003  イノシシ

イ3-00 0014  イノシシ
イ4‐ 41 0001  イノシシ
イ4‐ 43 0001  イノシシ
005  0109  イノシシ

イ3-00 0001  イノシシ
イ3-77 0000  イノシシ

91 0013  イノシシ

1-15 0001  イノシシ
99 0005  イノシシ

1-25 0001  イノシシ

65 0003  イノシシ

イ3-98 0009  イノシシ
イ2‐ 69 0003  イノシシ
イ3-32 0002  イノシシ
イ3-99 0012  イノシシ
イ3-99 0012  イノシシ
イ3-73 0001  イノシシ
イ3-74 0009  イノシシ
イ3-B0 0006  イノシシ
イ4-80 0010  イノシシ

00 0006  イノシシ

イ3-60 0000  イノシシ

イ4‐ 54 0001  イノシシ
イ4-91 ∞06  イノシシ
イ2‐ 00 ∞06  イノシシ

イ2-69 ∞00  イノシシ

イ3‐ 75 0013  イノシシ

イ4‐ 8: 0008  イノシシ

イ3-72 ∞02  イノシシ
イ2-69 ∞15  イノシシ

イ3-44 0002  イノシシ

イ3-61 ∞Ol  イノシシ
011  0002  イノシシ
1-28 0003  イノシシ

イ3-73 ∞01  イノシシ

イ3-98 ∞0フ  イノシシ
003  0004  イノシシ

011  ∞12  イノシシ

イ3-82 0001  イノシシ

イ4-80 ∞:2  イノシシ
ロ?-11 0007  イノシシ

イ3-32 000,  イノシシ
013  0353  イノシシ

ハ1-39 000,  イノシシ
イ4-90 0022  イノシシ

側頭骨

側頭骨

側頭骨

側頭骨

側頭骨

側頭骨

側頭骨

頬骨

後頭骨

後頭骨

下項骨

下騒骨

軸椎

軸椎

環椎

環椎

環椎

環椎

環椎

環椎

頭椎

肩甲骨

肩甲骨

肩甲骨

肩甲骨

肩甲骨

肩甲骨

肩甲骨

上腕骨

上腕骨

上腕骨

上腕骨

上腕骨

上腕骨

上腕骨

機骨

機骨

精骨

構骨

犠骨

織骨

横骨

犠骨

椀骨

機骨

犠骨

椀骨

横骨

椀骨

尺骨

尺骨

尺骨

尺骨

尺骨

第3中 手骨

第3中 手骨

第3中 手骨

第3中 手骨

第4中 手骨

第5中 手骨

第5中 手骨

寛骨

寛骨

寛骨

寛骨

寛骨

大腿骨

大腿骨

大腿骨

大腿骨

六腿骨

膝壼骨

朦≡骨

イ4-81 0004 イノシシ?
イ3-80 0001 イノシシ?

0●   0002 イノシシ?

イ2-59 0009  イノシシ
イ4-01 0002  イノシシ

irFa-r?
)t"tl-z-) ?

ilfrll*ile,(n

未億合骨端のみ

骨端未庫合欠落

骨端未療合欠落 大型 プタ
か ?

イ3- 42  0007
イ4-90  0012
イ4- 63  0001

イ2- 76  0000

イ4-90  0001
イ3-00  00,0
イ3-98  0007
004    0055

S08   0001
イ3- 75  0002
イ3-60  0006
イ3- 71   0004
イ4‐ 42  0002
イ4-34  0002
イ4- 73  0003

遠位端

遠位端

遠位端
骨幹破片

遠位端

遠位靖

骨幹破片   R
完存    L
完存    L
完存     R
完存     R
完存     R
完存     R
完存     R
完存     R
完存    R

近位側    L
近位側    L

20 0001  イノシシ

22  0001 イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ
イノシシ
イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

骨

骨
骨

骨
骨

骨

胆

胆
麗

肛
辟
辟

麟骨

距骨

距骨

距骨
距骨

距骨

距骨

距骨

距骨

距骨

目骨

目骨

遺構/ 遺物  種類    部位    残存位置
グリッド  No

左右 数 備考

癖

¨

骨

番

ロ

ロ
イ3-76 0001  イノシシ

イ3- 76  0001
イ3- 98  0012
イ3-72 0001
イ4-62 0001
004    0009

イ4-32 0001
イ3- 75  0007
イ3- 55  0001
イ3- 6?3 00''
イ3- 60  0006
イ4-91 0013

イノシシ   題骨

イノシシ   踵骨

イノシシ   ■骨

イノシシ?   ■骨

イノシシ  第3中 足骨

イノシシ  第3中 足骨

イノシシ  第3中 足骨

イノシシ  第3中 足骨

イノシシ  第3中 足骨

インシシ  第3中 足骨

イノシシ  第4中 足骨

イノシシ  第4中 足骨

イノシシ  第5中 足骨

イノシシ  第5中 足骨

イノシシ  中手/中足骨

イノシシ  中手/中足骨

インシシ  中手/中足骨

イノシシ  中手/中足骨

インシシ  中手/中足骨

イノシシ  中手/中足骨

イノシシ  中手/中足骨

イノシシ  中手/中足骨

イノシシ  中手/中足骨

インシシ   基節骨

イノシシ   基節骨

イノシシ   基節骨

イノシシ   基節骨

イノシシ   基節骨

イノシシ   基節骨

イノシシ   中節骨

イノシシ   中節骨

イノシシ   中節骨

イノシシ   中節骨

イノシシ   中節骨

イノシシ   中節骨

イノシシ   中節骨

イノシシ   中節骨

イノシシ   中節骨

イノシシ   末節骨

イノシシ   末節骨
イノシ シ    茉 飾 骨

R

R
R
L

L

L

R
R
L

L

R
R

遠位端    ?
通位端    ?
遠位端    ?
遠位端    ?
遠位端    ?
連位端    ?
遠位端    ?
完存    ?
完存     ?
完存     ?
完存     ?

遠位端    ?
完存    ?
完存    ?
完存    ?
完存     ?
完存     ?
完存     ?
完存     ?
完存     ?
完存     ?
完存     ?
完存     ?
完存     ?
宇存     ?

近位側

近位側

近位端

近位端

近位靖

近位端

近位端

近位靖

近位端

近位端

近位端

近位端

遠位端

遠位端

ｍ

ｍ

嘔

００５

３．
３．
∞

∞

∞

∞

008    ∞57

イ2-09  0390
イ3-41  0004
イ3‐ 64  000'

イ3- 89  0003

イ4‐ 90  0022
イ4‐ 44   -
∞8    0033

01:   0014
イ3- 72  0003

イ3- 83  0003

008    '040
01,    0012

008B   0059

イ3- 50  0006

イ3-00  0081
イ3- 72  0002

イ3- 78  0000

イ3-83  0001
イ3-99  0227
イ4-90  0002

獣

焼

焼

幼

焼

未療合骨端のみ

骨端 未癒合欠落 大型 プタ
か ?

焼

骨端
.未

億合欠落

近位端未億合欠落

近位端未億合欠落

近位端未痣合欠落 焼

イ4‐ 80 0008   シカ     角       尖靖

ハ:‐ 25 0001  シカ    角      尖靖

′ヽ1-39 ∞01  シカ    角      破片

ハ1-29 ∞0'   シカ     角      破片

008  ∞40  シカ     角      破片

イ3-80 0001   シカ     角      破片

イ4-80 0001   シカ     角      破片

イ4-90 0018  シカ     角      破片
―   ―   シカ     角      破片
―   ―   シカ     角      破片
004  0041   ラカ     働       

“

片

刃工浪あり

加工痕あり

加工痕あり

加工痕あり
加工痕あり
加工F■あり
加工痕あり
加工痕あり
加工痕あり
加工F■あり
加工JEあ り

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

イ3-??   ????

011    0004

イ4-91  0068
イ3-61  0008
イ3- 77  0001

イ3-85  0001
イ3-88  0004
イ3-30  0003
イ4-31  0002
008    1249

イ3-39  0007
イ3- 73  0002

イ4- 77   77??
005   0:0フ

008    0053

イ3- 75  0001

イ3‐ 87  000'

イ3-85 000'
イ3‐ 95 0001
イ4-62  ????
イ4- 72  0001

イ4-30  0011
イ4-90  0018
イ3-87  0001
イ3-88  0004
イ3-98  0007
イ3-89  0004
イ3-96  0007
イ3-95  0022
イ3- 76  0004

イ3-99 0012
イ3-90 00:2
イ3- 87  0001
イ3- 87  0005

イ2-86  0001
イ4-81  0002
イ4- 70  0009

イ4-80  0002
イ4- 71  0003

イ4- 71  0004

イ4- 80  0014

シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ

角

角

角

角

角

角

角

角

角

角

角

角

角

角

角

角

角

角

角

角

角

角

角

角

角

角

角

角

角

角

角

角

角

角

角

角

角

角

角

角

角

卿工J■あり

加工F■あり
加工痕あり

加工痕あり
加工痕あリ

加工痕あリ
加工痕あリ
加工FAあ り 焼
加工痕あリ
加工痕あリ
加工痕あり
加工痕あリ
加工痕あリ
加工痕あリ
加工痕あり
加工痕あり

加工痕あり

加工痕あリ

加工痕あり 擁

加工痕あり

加工痕あり

加工痕あり
加工F■あり
加工FAあ リ
加工F■あリ

加工FAあ り

加工痕あリ
加工痕あリ
加工痕あリ

加工痕あリ

加工痕あリ

加工痕あり

加工痕あり
加工F■あり
加工痕あり

加工F■あり

加工F■あリ
加工F■あり

加工F■あり

加工痕あリ
加工痕あリ
mェ 轟 あ り

-219-
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遺構/ 遺物  種類    部位    残存位置  左右 数 備考
ク
・
リット    No

011    0004

011    0014

011    0004

イ3- 89  0010

角

角

角

角

色

カ

カ

カ

カ

「

シ

シ

シ

シ

ラ

片

片

片
座

』

破

破

破
角

色
,

加工FAあ り

加工痕あリ
加工痕あり

落角
鐘 色

イ3‐ 81 0001   シカ     角

イ4-55 ∞01  シカ   前頭骨

イ2-69 ∞ 11  シカ   前頭骨

イ3-50 0005  シカ   前頭骨
イ3-60 000,  シカ   前頭骨

イ3-61 000,  シカ   前頭骨

イ3-61 0005  シカ   前頭骨

イ3-63 0007  シカ   前頭骨

イ4-43 0001  シカ   前頭骨

008  0030  シカ   前頭骨

イ3-50 0001  シカ   前頭骨

イ3-72 0003  シカ   前頭骨

008  0048  シカ   前頭骨

イ3-98 0006  シカ  前頭骨～頭頂■

イ3-73 0001  シカ   側頭骨

008  0035  シカ   側頭骨

イ3-61 0003  シカ   側頭骨
イ3-61 0005  シカ   側頭骨

イ3-81 0004  シカ   側頭骨
―    ―   シカ    側頭骨
‐    ―   シカ   側頭骨

イ3-42 0007  シカ    側顧骨
イ2-69 0001  シカ   側頭骨

イ4-03 0003  シカ    側頭骨

イ4-41 0001   シカ    側頭骨

イ3-00 ∞20?  シカ   側頭骨

イ3-00 0008  シカ   側頭骨

角E    L
角座部   ?
角座部   L
角座部   L
角座部   L
角座部   L
角座部    L
角座部   L
角座部    L
角座部   R
角座部   R
角座部    R
角座部   R9

関節縮節   L
岩機部   L
岩様部   L
岩様部   L
岩機部   L
岩様部   L
岩様部   L

頬骨突起   L
岩様部   R
岩機部   R
岩織部   R
岩機部   R
岩様部   R

落角

角あり?焼
落角後 ?
角あり 焼

角あリ

角あリ

角あリ

落角直後

角あリ

角あり?焼
角あリ

角あリ

角の有無不明

雌

シカ   偏願骨

シカ    倒頭骨

シカ    側頭骨

シカ    類骨

シカ    頬骨

シカ   後頭骨
シカ   後頭骨

シカ   後頭骨
シカ   後頭骨

シカ  後頭骨～螺形■

シカ   爆形骨
シカ    顕椎

岩様部

岩繊部

頬骨突起

頭蓋底

頭壼底

後頭顆

後頭顆

頭蓋底

破片    ―

目節突起    L
関節突起   L
園節突起    L
切歯部    L
切歯部    L
切歯部    L
切歯部    L

閥節突起   R
関節突起   R
関節突起    R
閥節突起    R
目節突起    R

関節突起～筋突起  R
関節突起～筋突起  R

切歯部    R
切歯部    R
切歯部    R
切歯部    R

L

L
L

R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
L

L

顕 椎シカ

シ カ

シカ

９
１
１
９
１
７
２
７
８
１
３
１
４
４
８
４
５
１
２
１
５
１
４
０
３
４
０
３
７
０
２
２
７
８
３
０
１
９
０
５
１
田
咄
嘲
剛
ｍ
ｍ
０００ｏ
ｏｏ２９
０００４
ｍ
０００ｌ
ｏｏｏ２
０００５
・００‐４
００００
ｍ
咄
０００‐
回
¨

・
ｏｏｏ
ｍ
ｏｏｏ
ｍ
ｏｏｏ
ｏｏ‐
ｍ
剛
０００
ｍ
ｏｏｏ
ｍ
ｏｏｏ
ｏｏＯ
ｍ
００３
０００
０００
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｏ‐ｏ
叫
ｏＯ‐
ｍ
００ｏ
ｏｏ９
０００
００‐
０００
ｍ
ｏｏｏ
ｏ‐２
０００
００‐
０００
ｍ
取
爾
ｍ

７４
０１７５∞
６０∞
６５００“
″７３８２８２８２０１５∞”３４７２２̈４７３̈５３叫剛３．６０３．６５３̈７０嘔

０‐３０‐２Ｓ０４３．６５３．７３００５２．６９２．８９４．８５００４００４ｍ
２．４７２．７６２．８８３̈５０３．６。３̈７２３̈８５３̈９５３̈９５３̈９９４．４３４̈４５『
２̈８８
３̈．００３̈５２３．５３３．８６４．８３‐・３９『

¨
３．
３̈

３．
３．
３．
３．
３．
３̈
↑

３．
３̈

３̈
３．
３̈

３̈
∞

３̈

３̈

３．
３̈

一

片

片

片

片

破

破

破

破
顕 椎

シカ    軸椎

シカ    環椎

シカ    下顎骨

シカ   下碩骨

シカ    下項骨

シカ   下顎骨

シカ   下騒骨

シカ   下薇骨

シカ   下項骨

シカ    下項骨
シカ    下願骨

シカ    下碩骨

シカ    下項骨

シカ   下項骨

シカ   下顎骨

シカ    下願骨

シカ    下顎骨

シカ   下顆骨

シカ   下項骨
シカ   下顎骨

シカ    肩甲骨

シカ    肩甲骨
シカ   肩甲骨

シカ   肩甲骨

シカ    肩甲骨

シカ    肩甲骨

シカ    肩甲骨

シカ    肩甲骨

シカ    肩甲骨

シカ    肩甲骨

シカ    肩甲骨

シカ    肩甲骨

シカ    肩甲骨

シカ    肩甲骨

シカ    肩甲骨

シカ    肩甲骨

シカ   肩甲骨

シカ    肩甲骨

シカ   肩甲骨

シカ    肩甲骨

シカ   肩甲骨

シカ    肩甲骨

シカ   上腕骨

シカ   上腕骨
シカ   上腕骨
シカ   上腕骨

シカ   上腕骨

シカ   上腕骨

麟　鋼細田鋼細綱ｎ

擁

切 断

焼

焼

断

断

切

切

焼

遺構/ 遺物  種類    部位    残存位置  左右 数 備考
ク'リ ット・   No

イ3-60 0008  シカ   上腕骨    骨幹破片   L
イ3-85 ∞01  シカ    上腕骨    骨幹破片   L
イ3-52 0001  シカ    上腕骨    遠位端    R
イ3-60 00'0  シカ   上腕骨     遠位端    R
イ3-63 11   シカ   上腕骨     遠位端    R
イ3-64 0001  シカ   上腕骨     遠位靖    R
イ3-95 0020  シカ   上腕骨     遠位靖    R

イ2-27 0002  シカ   上腕骨     近位蟻    R
イ4-54 0001  シカ   上腕骨    骨幹破片   R
008B 0059  シカ    柏骨     遠位端    L 骨端未億合欠落

イ2- 69  0096

イ2- 69  0006

イ4‐ 82  0013
イ3- 72  0001

イ3-83  0003
イ4-51  0002
ハ1-28  0003
008   0057

イ3-44  0002
イ4- 73  0001

イ3- 51  0001
005   0416?

015   0005
イ3-00  00,3
000    0003

イ3- 52  0001

イ3-01   0001

イ3- 82  0002

イ4‐ 91   0012

01,    0011

イ3- 01   0005

イ3- 63  0004

イ3- 82  0002

イ4- 70  0004

イ4‐ 91   0015

008    0030
008    0048

イ3‐ 50  0004
イ3- 81   0010

イ3- 61  0005

∞8    0004

0'5   0005
イ3‐ 50    -

イ3- 71  0004

イ3- 78  0004

イ3-78 0006
イ3- 78  0006

イ3-63  0001

005    0082

005   0110
005   0110
008B   0059

008    0004
000   0012
S04   0001

イ2-69  0001
イ2-89  0010
イ4-62  0003
イ?― η    ―

イ?‐ "    ―

008    1249

イ3- 72  0001

イ3- 74  000:

005    0570

009   0010
イ3- 83  0001
ハ1-34  0001
ハ1-20  0002
008    1734

イ3- 72  0000

イ3- 73  0001

イ3-63  0001
イ3-42  0007
イ3-63  0004
イ3- 70  0006

イ4-52  0002
005   0017

イ2-40  0001
イ3-41  0002
イ3- 42  0001

イ3- 50  0004

運位端    L
遠位端    L
遠位端    L
近位端    L
近位端    L
近位端    L
近位端    L

骨幹破片   L
骨幹破片   L
骨幹破片   L
遠位端    R
遠位靖    R
遠位端    R
連位端    R
近位靖    R
近位端    R
近位靖    R
近位靖    R
近位端    R

骨絆破片   R
骨絆破片   R
骨幹破片   R
骨幹破片   R
骨幹破片   R
骨絆破片   R
近位靖    L
近位靖    L
近位培    L
近位靖    L

骨幹破片   L
近位靖    R
近位培    R
近位靖    R
近位靖    R
近位端    R
近位培    R
近位端    R

骨幹破片   R
近位端    R

骨幹破片   ?
骨幹破片   ?
骨幹破片   ?
骨幹破片   ?
骨幹破片   ?
骨幹破片   ?
骨幹破片   ?
骨幹破片   ?
骨幹破片   ?
骨幹破片   ?
骨幹破片   ?
骨幹破片   ?
骨幹破片   ?
骨幹破片   ?
骨幹破片   ?
骨幹破片   ?
骨絆破片   ?
骨幹破片   ?
遠位端    ?
遠位端    ?
遠位端    ?
遠位端    ?
遠位端    ?
遠位端    ?
遠位靖    ?
連位壌    ?

骨幹破片   ?
近位靖    L
近位靖    L
遠位靖    L
遠位端    L
近位端    L
近位始    L
近位端    L
近位靖    L
近位端    L

シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ

犠骨

極骨

椀骨

機骨

椀骨

犠骨

補骨

補骨

機骨

犠骨

積骨

機骨

補骨

機骨

機骨

椀骨

犠骨

機骨

構骨

横骨

横骨

槙骨

機骨

協骨

構骨

尺骨

尺骨

尺骨

尺骨

尺骨

尺骨

尺骨

尺骨

尺骨

尺骨

尺骨

尺骨

尺骨

尺骨

中手骨

中手骨

中手骨

中手骨

中手骨

中手骨

中手骨

中手骨

中手骨

中手骨

中手骨

中手骨

中手骨

中手骨

中手骨

中手骨

中手骨

中手骨

中手骨

中手骨

中手骨

中手骨

中手骨

中手骨

中手骨

中手骨

中手骨

中手骨

中手骨

中手骨

中手骨

中手骨

中手骨

中手骨

中手骨

中手骨

骨靖未億合欠落
未億合骨靖のみ

未億合骨靖のみ

尺骨痣合

骨端未療合欠落
焼

骨端未億合欠落

骨端未癒合欠落

骨端未億合欠落

榛り切り痕あリ

イ3-01 0204  シカ    中手骨     近位端    L
イ3-93 0008  シカ    中手骨     近位端    L
ハ1-25 0002  シカ    中手骨     近位端    L
S04  ∞0:  シカ    中手骨     遠位靖    R

イ2-89 000:  シカ    中手骨     遠位端    R
イ3-74 ∞07  シカ    中手骨     遠位培    R
イ2-51 ∞02  シカ    中手骨     近位靖    R
イ2-31 ∞02  シカ    中手骨     近位嶋    R
イ3-61 ∞

“

  シカ    中手骨     近位蟷    R
イ3-75 0001  シカ    中手骨     近位端    R
イ3-84 0001  シカ    中手骨     近位培    R

骨端破損欠落
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遺構/ 遺物  種類    部位    残存位置  左右 数 備考
クリツド  No
イ3-90 0001  シカ   中手骨    近位端    R
イ4-54 0001  シカ   中手骨    近位端   R
011  0007  シカ    寛骨     寛骨日   L

イ3-50 0009  シカ    寛骨     寛骨日   L
イ3-60 0013  シカ    寛骨     寛骨臼   L
イ3-61 0005  シカ    寛骨     寛骨日   L
イ3-97 0001  シカ    寛骨     腸骨    L
011  0007  シカ    寛骨     寛骨臼   R

イ2-89 0002  シカ    寛骨     寛骨臼   R
イ3-20 0001  シカ    寛骨     寛骨日   R
イ4-6■  0001   ラカ    宙書     宙畳 Fョ    ●

腸骨 恥骨 坐骨

坐骨

坐骨

恥骨

腸骨 坐骨

恥骨

坐骨

イ4- 52  0002

イ4- 52  0002

イ4- 52  0002

イ4-02  0002
イ4-02  0002
008B   ∞58

009    0004

イ3-96  0011
イ4-24  0002
ハl-39  0001
イ3- 74  0008

005    0021

0'3    002'

イ3- 65  0004

イ3- 87  0001

イ3- 96  0007

イ4- 42  0002

イ4- 55  0001

イ3-01   0008

イ4- 91   0001

イ3- 44  0002

イ4- 90   0020

013    0004

イ3- 77  0007
005    0039

S16   0001
イ3-60  0014
イ3-61   0005

イ3-61   0005

イ3-61   0005

イ4-90  0002
イ4-91  0002
005    0106

イ2-65  0011
イ3- 72  0006

イ3-83  0001
イ4-91  0002
005   0417

イ3-55  0001
イ3-60  0020

S04   0001
イ2- 69  0012
008    0036

008    0039

008    0055

イ3- 7'  0002

0i5   0004
イ3- 41  0003

イ3- 50  0004

イ3- 60  0010

イ3-61   0003

遠位端    L
遠位端    L
遠位端    L
遠位端    L
遠位端    L
遠位端    L
遠位端    L
遠位端    L
遠位靖    L

骨幹破片   L
近位靖    L

骨幹破片   L
骨幹破片   L
骨幹破片   L
骨幹破片   L
骨幹破片   L
骨幹破片   L
骨幹破片   L
近位端    R
近位端    R
遠位端    R
連位端    R
近位端    R
近位端    R

骨幹破片   R
骨絆破片   R
骨幹破片   R
骨幹破片   R
骨幹破片   R
骨幹破片   R
骨幹破片   R
骨幹破片   R

完存    L
完存    L
完存    L
完存    L
完存    L
完存    R
完存    R
完存    R
売存    R

遠位端    L
遠位端    L
遠位端    L
遠位端    L
遠位端    L
遠位端    L
近位端    L
近位端    L
近位端    L
近位端    L

骨幹破片   L
番蛉譴 片   l

シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
ラカ

大腿骨

大腿骨

大腿骨

大腿骨

大腿骨

大腿骨

大腿骨

大腿骨

大腿骨

大腱骨

大腿骨

大腿骨

大糧骨

大腿骨

大腿骨

大腿骨

大腿骨

大腿骨

大腿骨

大腿骨

大腿骨

大腿骨

大腿骨

大腿骨

大腿骨

大腿骨

大腿骨

大腿骨

大腿骨

大腿骨

大腿骨

大腿骨

朦蓋骨

膝壼骨

膝蓋骨

膝蓋骨

臓壼骨

朦蓋骨

朦蓋骨

朦壼骨

藤蓋骨

胆骨

胆骨

胆骨

鯉骨

胆骨

胆骨

肛骨

胆骨

胆骨

肛骨

肛骨
膵骨

骨端未億合欠落
未庫合骨端のみ

未億合骨端のみ

未億合骨端のみ

未痣合骨端のみ

骨端未億合欠落

未億合骨端のみ

外側

擁

骨端未痣合欠落

骨端未憲合欠落

外側 イ3-60-0010と 接合

内側 イ3-50-0004と 接合

イ3- 83  0001

012    0000

イ4-01   0002

イ2-05  0011
イ3- 50  0009

イ4- 80  0014

イ4- 82  0001

イ4-91   00,l

008B   0059

イ3-89  0002
イ3-44  0002
イ3- 50  0005

イ3-52  0001
イ3-60  0014
イ3- 73  000:

イ3-88  0004
イ4-94  000,
イ2-89  0010
イ3-02  0004
イ3-62  000'
005    0030

005    0103

005    0505

008    0042
008    0054

イ2-09  0000
イ2- 77  0002

イ2-88  0005
イ2- 89   0001

イ2-39  0010
イ3- 60  0006

イ3- 72  0003

骨幹破片   L
遠位端    R
遠位端    R
遠位端    R
遠位端    R
遺位端    R
遠位端    R
遠位端    R
近位端    R
近位端    R

骨幹破片   R
骨幹破片   R
骨幹破片   R
骨幹破片   R
骨幹破片   R
骨幹破片   R
骨幹破片   R

欠損    L
欠損    L
欠損    L
完存     L
完存     L
完存     L
完存     L
完存     L
完存     L

ほぼ完存   L
完存    L
完存    L
完存    L
完存    L

ほぼ完存   L

カ

カ

カ

カ

カ

カ

カ

カ

カ

カ

カ

カ

カ

カ

カ

カ

カ

カ

カ

カ

カ

カ

カ

カ

カ

カ

カ

カ

カ

カ

カ

カ

カ

シ

シ

シ

シ

シ

シ

シ

シ

シ

シ

シ

シ

シ

シ

シ

シ

シ

シ

シ

シ

シ

シ

シ

シ

シ

シ

シ

シ

シ

シ

シ

シ

ラ

題甘

胆骨

胆骨

胆骨

胆骨

肛骨

胆骨

胆骨

肛骨

胆骨

胆骨

胆骨

肛骨

胆骨

胆骨

胆骨

胆骨

距骨

距骨

距骨

距骨

距骨

距骨

距骨

距骨

距骨

距骨

距骨

距骨

距骨

距骨

距骨

骨靖未痣合欠落
未億合骨端のみ

遺構/ 遺物

グリッド  No

008    0035

65   0004

39  0001

004    0045

005    0025

008B   0058

0080  0000
0080  0002
008    0025

008   0037
008  0040?
012    0000

イ2- 55  0001

イ2- 59  0002
イ2- 69  0013
イ2- 77  0001
イ3- 50  0004
イ3- 50  0009
イ3- 52  0001
イ3-01   0001
イ3-01   0001
イ3- 71   0004
イ3- 74   0008
イ3-32  0004
イ3-33  0001
イ3-93  0008
イ3-00  0008
イ4-24  0002
イ4-44
′ヽ1-34  0001
008   0042
008    0040

イ3-40  000
イ3-53  000
イ3- 75  000
イ3-82  000
イ3- 82  0004

イ4- 34  0004

イ4- 90  0015

イ2- 89  0000

イ3- 89  0002

イ3- 72  0003

ハ
'- 24  0001008    0004

008    0008
008    0011

イ2- 71   0001

イ2- 87  0001

イ3‐ 41   0003

イ3-42  0004
イ3- 53  0002

イ3- 59  0005

イ3-60  00'6
イ3-82  0004
イ3-99  0000
イ4-91   0019

イ3-93  0004
イ4-94  0002
008    0024
012   0002
218    ?
005   0110
008    0039

イ2-58  0003
イ2- 69  0003

イ2-89  0007
イ3-60  0013
イ3- 73  0001

イ3- 73  0006

イ3- 80  0004

イ3- 93  0007

008    1449

イ2- 69  0013

イ4‐ 52  000'

イ4-90  0018

種類

シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ
シカ

部 位 残存位置   左右 数 備考

完存

004    0035

005    0036

0080  0000
008    0037

008    0040

008    0058

イ2-69  0000
イ2‐ 09  0000
イ2-69  0384
イ2- 8   0002

イ3‐ 50  0098
イ4- 91   0010
イ4-96  0001
S04   0001

イ2-89  0010
イ3-50  0004
イ3- 72  0000

イ3-93  0007
イ2-69  0000

距骨     遠位側

距骨     近位側

距骨      完存

距骨      完存

距骨      完存

距骨      完存

距骨      完存

距骨      完存

距骨      完存

距骨     ほぼ完存

距骨      完存

距骨      完存

距骨      完存

距骨      完存

距骨      完存

距骨      完存

距骨      完存

距骨      完存

距骨     完存

距骨     完存

距骨      完存

距骨      完存

距骨      完存

距骨      完存

距骨      完存

距骨      完存

距骨      完存

距骨      完存

距骨      完存

踵骨     遠位側

踵骨     遠位側

目骨     近位側

目骨     近位側

目骨     近位側

踵骨     近位側

躍骨     近位側

■骨     近位側

目骨     近位側

目骨     ほぼ完存

目骨     ほぼ完存

シカ    ロ骨     完存
シカ    ロ骨     近位側
シカ    ロ骨     近位側
シカ    ロ骨     近位側
シカ    ロ骨     近位側
シカ    ■骨     近位側
シカ    ロ骨     近位側
シカ    ■骨     近位側
シカ    ■骨     近位側
シカ    ■骨     近位側
シカ    ロ骨     近位側
シカ    踵骨     近位側
シカ    ■骨     近位倒
シカ    ■骨     近位側
シカ    ■骨     完存
シカ    ■骨     完存
シカ    ■骨     完存
シカ    踵骨     完存
シカ    ■骨
シカ  中心第4足根骨   完存
シカ  中心第4足根骨   完存
シカ  中心第4足根骨   完存
シカ  中心第4足根骨   完存
シカ  中心第4足根骨   完存
シカ  中心第4足根骨   完存

シカ  中心第4足根骨   完存
シカ  中心第4足根骨   完存
シカ  中心第4足根骨   完存

シカ  中心第4足根骨   完存
シカ  中心第4足根骨   完存
シカ  中心第4足根骨   完存
シカ  中心第4足根骨   完存
シカ  中心第4足根骨   完存
シカ  中心第4足根骨   完存
シカ    中足骨    骨幹破片
シカ    中足骨    骨幹破片
シカ    中足骨    骨幹破片
シカ    中足骨    骨絆破片

シカ    中足骨    骨幹破片

シカ    中足骨    骨幹破片
シカ    中足骨    骨幹破片

シカ    中足骨    骨幹破片

シカ    中足骨    骨幹破片
シカ    中足骨    骨幹破片
シカ    中足骨    骨幹破片
シカ    中足骨    骨幹破片
シカ    中足骨    骨幹破片
シカ    中足骨    骨幹破片
シカ    中足骨    骨幹破片
シカ   中足骨    骨幹破片
シカ   中足骨    骨幹破片
シカ   中足骨    遠位端
シカ   中足骨    近位端

焼

擁

焼

骨端未痣合欠落

骨端未億合欠落

骨端未億合付饉

骨端未疸合付随

骨端未療合欠落

焼

　

焼
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擁

R
R
R
R
R
R
R

R

R
R
R
R
R
R

R
R

R

R
R
R
R
R

L

L

L

L

L
L

L
L

L

L

R

R
R
R

R
R

R

R
R
R
R

R
L

L

L

L

L

L

L

L

R
R
R
R

L



遺構/ 遺物  種類    部位    残存位置  左右 数 備考
ク・リット・   No

イ3-93 0007  シカ    中足骨     近位靖    L
イ3-50 ∞ 12  シカ   中足骨     遠位靖    L
イ3-75 ∞01  シカ   中足骨     遠位靖    L
005  ∞88  シカ   中足骨     近位端    L
∞5  ∞90  シカ   中足骨     近位端    L
008  1730  シカ    中足骨    近位端    L
∞8B ∞59  シカ   中足骨    近位端    L

イ2-57 0144  シカ   中足骨     近位端    L
イ2-77 0002  シカ    中足骨    近位端    L
イ3-41 ∞03  シカ   中足骨     近位端    L
イ3-50 0004  シカ   中足骨    近位端    L
イ3-50 ∞ 10  シカ   中足骨    近位端    L
イ3‐ 00 ∞20  シカ    中足骨     近位端    L
イ3-61 ∞01  シカ   中足骨     近位端    L
イ3-73 ∞07  シカ   中足骨     近位端    L
イ3-82 0002  シカ   中足骨     近位端    L
イ4-63 ∞01  シカ   中足骨     近位靖    L

擁

　

焼

端

端

端

位

位

位

近

近

近

骨

骨

骨

足

足

足

中

中

中

カ

カ

カ

シ

シ

シ

∞

∞

００

↑
∞
∞
008    0030

イ2-60  0006
イ3- 74  0001

イ3‐ 84  0001

イ3-98  0002
004    0037

イ2- 88  0003

イ3- 50  0004

イ3- 70  0003

イ3- 76   -
イ3‐ 84  0002
イ3‐ 84  0005
イ3-93  0008
イ3‐ 95  0018
003    0005

005    0036

005    0040

008    0040
008    0042

008    0049
008    0054

イ2‐ 69  0007
イ2‐ 69  0014
イ3- 73  0001

イ3-60 0013
イ3-65  0004
イ3-74 0001
イ3- 81  0010

イ3- 84  0005

イ3- 93  0001

イ3- 93  0002

イ4-54  0001
イ?- 81  0002

イ3- 93  0001

011   0001
イ2‐ 81  0002
008    0037

008    0046

イ3- 72  0001

イ3-75 0001
イ3-03  0011
005    0028

008    0047
∞8    0048

008    1250

∞BC ∞60

イ2- 8:  0002

イ3- 50  0009

イ3- 51  0001

イ3-60  0014
イ3- 71  0003

イ3- 73  0001

イ3- 73  0001

イ3-80  0002
イ3-81   0007

イ3-93  0001
イ3-97  0001
イ3- ??    ?

イ4-80  0001
イ4-82  0009

イ3-65  0602

シカ    中足骨    近位端    R
シカ   中足骨    遠位端    R
シカ    中足骨    遠位端    R
シカ    中足骨    遠位端    R
シカ    中足骨    遠位端    R
シカ   中足骨    近位端    R
シカ    中足骨    近位端    R
シカ   中足骨    近位端    R
シカ   中足骨    近位端    R
シカ    中足骨    近位端    R
シカ    中足骨    近位端    R
シカ    中足骨    近位端    R
シカ    中足骨    近位端    R
シカ    中足骨    近位端    R
シカ  中手/中足骨   違位端    ?
シカ  中手/中足骨   遠位端    ?
シカ  中手/中足骨   遠位端    ?
シカ  中手/中足骨   遠位端    ?
シカ  中手/中足骨   遠位端    ?
シカ  中手/中足骨   遠位端    ?
シカ  中手/中足骨   遠位端    ?
シカ  中手/中足骨   違位端    ?
シカ  中手/中足骨   遠位端    7
シカ  中手/中足骨   連位端    ?
シカ  中手/中足骨   遠位端    7
シカ  中手/中足骨   遠位端    ?
シカ  中手/中足骨   遠位端    ?
シカ  中手/中足骨   遠位端    ?
シカ  中手/中足骨   遠位端    ?
シカ  中手/中足骨   遠位端    ?
シカ  中手/中足骨   遠位靖    ?
シカ  中手/中足骨   遠位端    ?
シカ  中手/中足骨   遠位端    ?
シカ  中手/中足骨   遠位靖    ?
シカ  中手/中足骨   骨幹破片   ?
シカ  中手/中足骨   骨幹破片   ?
シカ  中手/中足骨   遠位端    ?
シカ  中手/中足骨   骨幹破片   ?
シカ  中手/中足骨   骨幹破片   ?
シカ  中手/中足骨   骨幹破片   ?
シカ  中手/中足骨   骨幹破片   ?
シカ   基節骨    遠位靖    ?
シカ   基節骨    近位靖    ?
シカ   基節骨    遠位靖    ?
シカ   基節骨    遠位靖    ?
シカ   基節骨    遺位端    ?
シカ   基節骨    遠位靖    ?
シカ   基節骨    遠位靖    ?
シカ   基節骨    遠位靖    ?
シカ   基節骨    遠位鋸    ?
シカ   基節骨    遠位端    ?
シカ   基節骨    遠位靖    ?
シカ   基節骨    遠位端   ?
シカ   基節骨    遠位端   ?
シカ   基節骨    遠位端   ?
シカ   基節骨    遠位端   ?
シカ   基節骨    遠位端    ?
シカ   基節骨    遠位端    ?
シカ   基節骨    遠位端   ?
シカ   基節骨    遠位端   ?
シカ   基節骨    遠位端    ?
シカ   基節骨    遠位端    ?
シカ   基節骨    遠位端    ?
シカ   基節骨    近位端    ?
シカ   基節骨    近位端    ?
シカ   基節骨    近位端    ?
シカ   基節骨    近位端    ?
シカ   基節骨    近位端    ?
シカ   基節骨    近位靖    ?
シカ   基節骨     完存    ?
シカ   基節骨     完存    ?
シカ   基節骨     完存    ?
シカ   基節骨     完存    ?
シカ   基節骨     完存    ?
シカ   基節骨     完存    ?

山

哩

ｍ

¨

０５８

鯉

姉

０００

ｍ

剛

ｍ

８

６０

８‐

　

５

５

５

５

８

∞

４２

００

３．

３̈

一

〇〇

〇０

∞

∞

∞

２̈

３̈

未億合骨端のみ

未億合骨靖のみ

未億合骨靖のみ

骨靖 未遭合欠落

加工痕あリ

加工痕あリ

擦り切り痕あリ

擁

焼

骨

畳

節

筋

基

基

カ

カ

シ

シ

００

∞
完 存

宇 存

遺構/ 遺物  種類    部位    残存位置  左右 数 備考
グリッド  No
イ3-60 0006  シカ   基節骨     完存    ?
イ3-60 0009  シカ   基節骨     完存    ?
イ3-60 0013  シカ   基飾骨     完存    ?
イ3-6' 0003  シカ   基節骨     完存    ?
イ3-62 0005  シカ   基節骨     完存    ?
イ3-62 0000  シカ   基節骨     完存    ?
イ3-03 0004  シカ   基節骨     完存    ?
イ3-63 0007  シカ   基節骨     完存    ?
イ3-65 ∞01  シカ   基節骨     完存    ?
イ3-65 0004  シカ   基節骨     完存    ?
イ3-71 0002  シカ   基節骨     完存    ?
イ3-72 ∞01  シカ   基節骨     完存    ?
イ3-85 0009  シカ   基節骨     完存    ?
イ4-55 ∞01  シカ   基節骨     完存    ?
ハi-17 ∞01  シカ   基節骨     完存    ?
ハ1-19 0001  シカ   基節骨     完存    ?
004  ∞31  シカ   基節骨     完存    ?

ハ2-10 0001  シカ    中節骨     完存    ?
008 0037?  シカ    中節骨    遠位端    ?
nnA  nn50  シカ    ■鏑畳    積仕錯    ,

焼

イ3-50 0004  シカ
イ3-54 0002  シカ
イ3-6: 0005   シカ
イ3-73 0007   シカ
イ3-93 0008   シカ
イ4-62 0001   シカ
‐    ―   シカ
005  0126   シカ
008  0029   シカ
S04  0001   シカ

イ2-69 0006   シカ
イ3-55 0001   シカ
イ3-00 ∞10   シカ
イ3-65 0002   シカ
イ3-70 0001   シカ
イ3-72 螂 7   シカ
イ3-74 0009   シカ
イ3-84 ∞01   シカ
イ3-93 0001   シカ
イ4 24 0002  シカ
イ4-42 0003   シカ
イ4-82 0001   シカ
008  0042   シカ

イ3-72 0003   シカ
イ2-09 0007  シカ
イ3-53 0005   シカ
イ3-74 0009   シカ
イ3-93 0001   シカ
イ3-99 0008   シカ

釧
鋼
鋼
鋼
綱
鋼
耐
滸
癖
許
警
締
許
癖
蓄
癖
辮
獅
癖
許
癖
滸
滸
岬
滸
癖
滸
滸
澪
韓

骨

骨

骨

骨

骨

骨

骨

骨

骨

骨

骨

骨

骨

骨

骨

骨

骨

骨

骨

骨

骨

骨

骨

骨

骨

骨

骨

骨

骨

晏

輌
輌
輌
輌
輌
輌
輌
輌
輌
輌
輌
輌
輌
帖
幅
輔
輌
幅
幅
輌
輌
輌
輌
櫛
獅
緬
獅
莉
莉
輸

近位培未億合欠落

鰺

015 0005 イルシ/シカ  胸椎      椎体

イ3-60 ∞08 イノシシ/シカ  胸椎      椎体

イ3-00 0026 イノシシ/シカ  胸椎      椎体

イ3-63 ∞04 イノシシ/シカ  胸椎      椎体

イ3-75 ∞01 イノシシ/シカ  胸椎      椎体

イ3-83 ∞01 イ′シシ/シカ  胸椎      椎体

イ383 0003 イノシシ/シカ  胸椎      椎体

イ3-93 ∞01 イノシシ/シカ  胸椎      椎体

イ3-90 0009 イノシシ/シカ  胸椎      椎体

イ4-91 0010 イノシシ/シカ  胸椎      椎体

ハ1-28 0002 イノシシ/シカ  闘椎      椎体

イ3-00 0008 イノシシ/シカ  晨椎      椎体

イ3-72 0000 イノシシ/シカ  晨椎      椎体

イ4-90 ∞07 イノシシ/シカ  腰椎      椎体

イ4-90 0021 イノシシ/シカ  腰椎      椎体
イ4-01 mO, ィルシ/シカ   屁構      絆伝
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第 2節 千葉県内貝塚分布地図・地名表

第 2節 千葉県内貝塚分布地図・地名表

1.集成の方針

千葉県内の貝塚を伴う縄文時代遺跡を網羅的に集成し、分布地図と地名表を作成した。貝は出ていなく

ても、人骨、動物骨などが出上した遺跡も取り上げた。また、本来は関宿町、野田市の台地とつながって

いた埼玉県杉戸町、庄和町の遺跡も含めることにした。

2.凡 例

(1)水系区分

A.3つ の大区分

I。 東京湾区 現在の東京湾地域 と、縄文海進

で形成された奥東京湾地域である。

Ⅱ.古鬼怒湾区 縄文海進時に銚子付近から西

側に広がった大きな湾で、千葉県側には古常陸川、

印藩沼、手賀沼の 3つの湾奥部 と、湾中央、湾口

部に区分できる。

Ⅲ。太平洋区 砂浜を形成する九十九里平野に

面した地域 と、岩礁性の海岸を形成する外房地域

に分けられる。

B。 中区分

海進で広がった海も含めたおおまかな海域区分

である。貝塚分布の大きなまとまりや、貝塚の貝

類組成の違いから、便宜的に区分した箇所 もある。

I。 東京湾区

IA.奥東京湾中央部

縄文海進の最盛期に最大 となった奥東京湾の中

央付近である。海退がすすんだ中期以降には湾奥

部 となる。なお、湾岸の一部は江戸期の江戸川の

掘削によって切 り離され、埼玉県に属しているが、

本来は地続きである。当地域にある貝塚の半数近

くは埼玉県側に位置しているので、除いて検討す

ることはできない。この地域の貝塚は貝種組成が

ハマグリ主体にならない。おそらく砂底の前浜干

潟は形成されず、泥がちの河口干潟のみであったであろう。後期以降は湾奥のマガキ主体、汽水のヤマ ト

シジミ主体の貝塚が発達する。ハマグリ主体の貝塚が多 く形成された IB区 と区分できる。

I東京湾区

IE.内 房外湾部

I Al 古五田

I C4 花見川低地

I C5 汐田川谷

I C6   者Fり ll低地

I C7 村田川低地

I C8 市原低地

I C9 養老川低地左岸

I Dl 小櫃川

I E2 湊川低地

I E3 岩井川低地

I E4 岡本川低地

Ⅱ A2 柏・安孫子低地

Ⅱ B2 印層沼低地
Ⅱ B3 長沼低地

Ⅱ C2   /1ヽ里予り|111カし

Ⅱ C3 黒部川低地

ⅢA2 栗山川低地

ⅢA3 作田川低地

ⅢA4 真亀川低地

Ⅲ A5 南白亀川低地

Ⅲ A6 茂原低地

皿A7 -宮 低地

Bl 夷隅川低地
皿B2 勝浦・鴨川沿岸

ⅢAl

Ｂ３

一Ｍ

皿

一皿

第60表 千葉県内貝塚水系区分

ⅡD古鬼怒湾湾口部   Ⅱ Dl
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附章 資料・ データ集

IB.奥東京湾湾口部 東京湾から入 り江状に入 り込んだ奥東京湾の湾口部であり、ハマグリ主体の貝

塚が形成された点で IA区 と分けられ、イボキサゴが主体にならない点で IC区 と分けられる。この区分

は貝塚の貝種から推定される海岸環境によるものである。漁の対象貝種は時期による変化が大きいけれど

も、 IA区 ともIC区 とも違った組成 となる時期が多いため、あえて中区分を設定した。

IC。 東京湾奥部 真間川低地から養老川低地に至る貝塚分布の中心部である。中期から後期にはイボ

キサゴ主体の大規模な貝層が形成される。

ID.東京湾中央部 大型貝塚の分布の南限であり、集落・貝塚数は少ない。下総台地南端部にあたる。

IE。 内房外湾部 現在の東京湾の区分でも外湾とされている地域である。海岸まで房総丘陵が迫って

おり、岩礁海岸を形成している。貝塚は比較的小さな低地に面して点在する。

Ⅱ.古鬼怒湾区

ⅡA.古常陸川湾奥部 利根川の流路を付け替える以前、小貝川に合流していた常陸川の水系である。

海進の盛期には常陸川谷、手賀沼低地、印膳沼低地の 3つの谷奥部干潟が形成されていた。なお、常陸川

最奥部の貝塚は奥東京湾の海岸で漁を行っていたと考えられるため、 IA区に含めている。

HB。 手賀沼・印格沼湾奥部 早期後葉～中期前葉に戯水産貝塚が形成された。手賀沼低地は奥東京湾

水系から続 く前期貝塚・集落の集中地域の東端であった。

ⅡC.古鬼怒湾中央部 早期前葉にいち早 く貝塚がつくられ、晩期までヤマ トシジミの貝塚がつくられ

た貝塚の発達した地域の一つである。中期には戯水産の大型貝塚 もできた。

ⅡD。 古鬼怒湾湾口部 銚子低地に 2つの貝塚が形成された。

Ⅲ.太平洋区

ⅢA.九十九里外洋部 九十九里平野に流れる河川がつくる比較的細長い低地・ 谷に面して貝塚がつく

られた。 とくに栗山川低地に集中がみられる。

ⅢB.外房外洋部 太東崎以南の岩礁海岸の発達する地域である。夷隅川低地に 1か所と、勝浦・ 鴨川

沿岸に数か所の貝塚、洞窟遺跡がつくられた。

C。 小区分

海岸線に向かって開 く開析谷・低地のまとまりを「○低地」として捉えた。そのほか、地形の変化、貝

塚分布のまとまり、貝類組成から推定される海岸の環境なども加味して地域区分を行った。括 り方は一定

ではなく、貝塚以外の遺跡一般の区分に利用できるものではない。地域ごとの説明がしやすいこと、貝塚

の分布のまとまりが捉えやすいことを念頭に置いた区分である。ただし、遺跡の直面する谷と、漁場に出

るときの谷が異なると推定できるときは、漁場の方を優先した。また、直面する谷が複数の場合も同様 と

し、備考欄にメモをした。このような推定は、貝種組成や計測値の比較などからさらに検討していく必要

がある。なお、遺跡単位の研究にあたっては、「谷」「支谷」などのもっと細かい水系区分を使うことが多

く、区分の作業を行ったが、今回あつかう地図のスケールでは表現できないため、割愛した。

(2)貝塚ID

水系小区分ごとになるべ く一筆書きのように水系をたどりながらナンバーをつけた。ただし、作業の途

中で存在を知って付け足した場合には、小水系内の最後のナンバーをつけ加えた。また、刊行後に追加す

る場合もこのように行っていきたい。このIDナ ンバーは、文献、分析例、人骨などにも付けており、近 く

整備を検討しているデータベース上で主検索キーとして使われることになる。
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第 2節 千葉県内貝塚分布地図・地名表

0)遺跡名

様々な理由から遺跡名の付け方にはばらつきが大きいので、県全体を扱う資料 としてどのような呼称を

採用すべきかは、難しいところである。今回は以下の原則に従った名称を採用して、別称、旧称その他に

ついては備考欄にメモした。

・貝塚のみを対象としていることから、一般に「貝塚」を付けて呼ばれたことのある遺跡については、「○

貝塚」 とした。遺跡の一部分の呼称 として「貝塚」が使われている場合 も同様である。

・大字十小字で呼ぶ方法もあるが、原則 として大字は付けない。ただし、すでに著名な貝塚名や、一つの

市町村内やごく近 くで同一の名称 となってしまう場合には大字を付けた。

・市川市内の遺跡名は、堀越正行氏の文献09199801の ほか、同氏のご教示により修正を加えた。

(4)町村ナンバー

県内の貝塚研究の便宜を優先して01か ら80を付けた。おおよそ東京湾区→古鬼怒湾区→太平洋区の順で

ある。序章第 2節 研究の目的と方法に一覧を示した。

(5)県ナンバー

「千葉県埋蔵文化財分布地図」の市町村ごとのナンバーを4桁で表す。分布地図は現在改訂作業を進め

ており、当紀要刊行時には改訂版 1～ 3所収の市町村についてナンバーが確定している。したがって、 1

～ 3については改訂版のナンバーである。改訂が未了の君津・夷隅・安房地区は旧版のナンバーである。

(61 時期

貝層を形成したか、または動物遺存体の発見されている時期である。土器型式単位で捉えられている場

合は、以下のような省略名を示す。 5期区分までの場合は各時期欄に○で示す。

早期 撚 (撚糸文期)、 沈 (沈線文期)、 条 (条痕文期 )

前期 花 (花積下層期 )、 関 (関山期 )、 黒 (黒浜期 )、 諸 (諸磯・浮島期から前期末)

中期 五 (五領ヶ台期 )、 阿 (阿玉台期 )、 中 (中峠期 )、 E(加曽利E期。前=前半、後=後半)

後期 称 (称名寺期 )、 堀 (堀之内期 )、 B(加曽利B期 )、 安 (後期安行期)

晩期 前 (晩期前半)、 後 (晩期後半)

(7)貝塚種別

馬蹄形 (大型の貝層もつ。環状、弧状などを含む)、 面状 (中型の遺構外貝層もつ)、 点列 (遺構内・遺

構外の貝層が点列状をなして、全体 として中規模の貝層を形成する)、 地点 (数か所以内の遺構内貝層をも

つ)と いった区分をした。今回あらためて厳密な検討をしたものではなく、入手した資料の記載を評価し

てみたものである。統一的な基準で比較できていない部分が多々あるものと思われる。

侶)備考メモ

調査年、別称、その他のメモをわかる範囲で追加していったものである。

0)分布地図

地形を表す線は、千葉県内の『土地分類基本調査』所収の「表層地質図」と、明治20年代の測量による

『第一師管地方迅速図』 (2万分の 1)か ら谷の線を読みとって トレースし、10万分の 1に縮小したもので

ある。海岸線、東京湾の干潟、内水面の形状などは明治期のものである。谷の線は谷 と台地の形状を読み

とって描いたものであり、空中写真でみる印象に近いはずである。図は東京湾区 5枚、古鬼怒湾区 3枚、

太平洋区 3枚の計11枚 あり、「索引図」のように、ほぼ全県をカバーしている。
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第61表 千葉県内縄文貝塚地名表
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1999/3/24

旧称富士見台第Ⅲ

134年 調

1541H6-8年 確認調査

,上新宿第Ⅳ
む

査

S55 63 H4

63H458年調査

7年調査
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査

り

年調査

,H2年 調査

-41年調査,

62 63 Hl

査,市指定史跡

東京湾区最
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